


謹賀

新年

’69元旦

朝
日
火
災
海
上
保
険
株
式
会
社

共
栄
火
災
海
上
保
険
相
互
会
社

興
亜
火
災
海
上
保
険
株
式
会
社

住
友
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社

大
正
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社

大
成
火
災
海
上
保
険
株
式
会
社

太
陽
火
災
海
上
保
険
株
式
会
社

第
一
火
災
海
上
保
険
相
互
会
社

大
東
京
火
災
海
上
保
険
株
式
会
社

千
代
田
火
災
海
上
保
険
株
式
会
社

東
亜
火
災
海
上
再
保
険
株
式
会
社

東
京
海
上
火
災
保
険
株
式
会
社

東
洋
火
災
海
上
保
険
株
式
会
社

同
和
火
災
海
上
保
険
株
式
会
社

日
動
火
災
海
上
保
険
株
式
会
社

日
産
火
災
海
上
保
険
株
式
会
社

日
新
火
災
海
上
保
険
株
式
会
社

日
本
火
災
海
上
保
険
株
式
会
社

富
士
火
災
海
上
保
険
株
式
会
社

安
田
火
災
海
上
保
険
株
式
会
社

諸
日
本
損
害
保
険
協
会

東
京
都
千
代
田
区
神
田
淡
路
町
二
｜
九

電
話
・
東
京
二
五
五
｜

一
二
一
一
（
大
代
表
）

郵
便
番
号

一
O
一

l 



奈良市の東方に、三笠山、春日山とともにな

らび、大和・山城の問平野を展望する若草山は、

標高 342m、いちめん芝草でおおわれている。

毎年 1月15日の山焼行事は、害虫払いや蕨ぜん

まいを萌えさせるための野火なと、起源につい

ては 数観ある、夜 6時、合図の花火とともに僧

兵カず山総に点火、火はまたたくまに斜面をはっ

て全山を火焔につつむの花火が夜空を色どり、

興 福寺五重容 が シルエ ッ トて うカ、び、古書店の夜

乗 を野手作る r



11月 16目、姫路市の国鉄山陽本線網

干一 美賀保駅聞の踏切で、無理に通

りぬけようとしたダンプか"II車と衝

突、荷台カ、電車前昔日に、運転席は 2

問自にくい込んで燃えだした。 タン

プの運転手は即死、電車の運転士が

重傷、乗客数名カ骨量傷を負った。
（写真色、朝日聞社l
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；隣滋清治：；
車！？年おめでとうございます。 1969年の年頭にあたりまして，読者のみなさまにお祝

いとおよろこびの言葉を述べさせていただきます。そして，本誌の発行の目的である

災吉予防のための科学，とくに災害原因の解明の技術を，ことしこそ明般に体系化 し

雌立・前進させるため，よりいっそうの努力を本誌としてもお哲いいたします。

災害を予防するためには，まず第一に，実際の災害の原因を適1権にはあくするこ と

から始めなければなりません。火災にしろ交通事故にしろ，また公苫にしても，まず

事故原因の解明が正しくおこなわれなければ，対策をたてることはできません。先入

観をもって事故を調査したり，便J'C的にまた世論に迎合した結論を出すようなことで

は，けっして災’Zを防ぐことはできません。

たとえば，！日j賀野川沿岸の有機水銀1I－＇存事件の原因解l~Jについても，マスコ ミは患

者への岡山を企業攻撃に結び、つけ，厚生省や民林省はこの｜止論に来って徹底的な調査

をさけたうらみがあるように感じられます。J.＇！.に公害を防ぐために ，広い見地に立っ

てあらゆる面から原因を迫求することこそ，科学的な対策といえましょう。 (Q) 
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天気予報を

はず した思い出

｛（阻沼 寛 一
（気象協会理事長〉

もう30年あまりも廿のことになるが，昭和11

年の秋，大阪湾で？IJIJllf.~式が行なわれたことがあ

った。そのころ，わたくしはや11戸の海洋気象台

に勤務していた。なんでも観航式のl!ulIだった

か，海軍少佐くらいの士官が海洋気象台に米て，

明日の天気はどうだろうと尋ねた。そのころは，

まだ予報官という制度はなかったが，海洋気象

台では予報担、与者はわたくしを含めて 3人で，

その日の ~I 帯だったわたく しが ， その村正’L]I士n

に！芯f.'fしfこ。

士宵の話によ ると，Ml脈式のときには，天r:!:

のお召し航が止まっているi)fjを，'.tiJ'.JI；が｜放列を

組んで通過し，航宅機もそれにつづくので，伺

界が悪いと困るのだという。航空機による倣卜し

として， 貨の一部の動くようになった部分を，

お召し般のところを通るときに少し下げるのだ

そうだ。

天気図を見ると、何灯油、ら九州、I.I'可114・本州、｜

にかけて高気圧が’！！？状に東西に延びており，天

気図のわかる人ならだれが見て も明日は日本日古

れである。だから，どの県の天気予報を聞いて

も，北九州から東海地方までは快晴か，晴れー

U:!j'去りくらいで， 天＇.，｛（が悲くなるという徴肢は

何もない。 「明日の天気は大丈たですよ。」と 自

信のある返事をすると，士官は痔んで帰った。

* * * 
明日は雨など絶対に降 らないと縦信は してい

たが，ま ったくの日本fli'iれになるのか，多少の

薄雲が出るのかはわからない。そこで，参考の

ためにそれを詳しく観1Jlllしてみようということ

にな った。当時の神戸海洋気象介で、は， I見宅の

うえでは 1Fl 6回の観測を行なうこと にな って

6－ 予防時報

いたが，その日は夜通し旬時聞の観測を行なう

ことに決めた。

そのころは天気図といっても簡単なもので，

1811与の天気図は201巧ごろにはできあがり，それ

に基づいて無線放送用の海上警報を害き，朝の

天気予報がまずければ修正をする。それでも作

業は20時30～40分ごろには終わっ てしまう。そ

の夜の天気図はわたしが担当 したが，旬｜巧観測

が行なわれているので，観測者といっしょに当

帯室にいて，時々戸外にll:lて空を見たり，部屋

にもどって雑l；炎にfl』含過ごしていた。その夜は

十五夜ではなかったと思うが， 月は＇＇＂天にさえ，

どのfl.）＇刻 の観測も快晴である。

そのうち，仰の 3ll~i か 411!1＇だっ たと思うがう

南の空にうすし雲がIまんの少し現われた。その

時支ljには月はなかっ たはずだが，星はかがやい

ていたので，うす雲ははっきり MliJ!I）された。と

ころが，そのまはどんどんJよがり， 5～ 6 ll!iに

はてな天に広がってしま った。11'1＇伎の天気 ｜スlでは，

低気圧の以近するようすもなかったが，ことに

よると付泣に同地性の小低気圧が先生 したのか

もしれない。

午前 811｛ごろになると湯雨のような小雨が降

ってきた。そのころになると午前6II！］＇の天気図

もできたが，ちょっと見ただけでは昨日午後6

!I与の天気lヌ！とあまり変わらず，高気圧はいせ、ん

として日本の上を帯状につつんでいる。ただ，

ここ ろもち~t I:.したように見えるだけなのに，

四国や紀伊の南海中は雨であるc

* * 発

その日，午後まで小雨だったかどうかについ

ては，いま記憶にない。その日の夕刻lだったか，

翌日だったか忘れたが， ll'1'FIの士官がやってき

た。なんでも視界がひじように悪し航空機か

らはお召し艦の位置はわからなかったそうだ。

「どう して小雨になったのですか」と聞かれた

が，そのころのわたしは天気予報を始めてまだ

5年日くらいで，こんなことははじめての経験

だから，明l前：な返＇-lιなどとてもできない。

あとで知ったことだが，当円は大阪の大1r:r;,<:

鶴lllfにあった中央気象台大阪支台にも‘海市か

76号〔1969.1. 1) 



らWI艦式当iオの天気予報の｜問い合わせがあった

らしい。そのとき当寄だったのは泊旧顕推さん

で，天気予報にかけては，わたくしよりはるか

に豊富な経験を持っていたが，その日の天気に

はよぽどめんくらったらしい。その話を気象台

の邸内l誌だったかで抗んだことがある。

この｜オの天気予慨は，少なくとも凶日本では，

全気象官暑がはずしてしまったので，それほど

きまり思い思いをしないで済んだが，小雨がな

ぜ降ったのかということは，どうも気になる。

それで，印刷された天気図が中火気象台から送

られてくる と，自分で書いたものと並べて比絞

しながら，いろいろと与えてみた。

天気は1Lliーから変わるというが，制服式Jコ！日「｜

の天気図では、 I&ーのほうに天気の思いT9i'はない。

ところが，気がついてみると，名itriと父山では

闘が降っている。その中川jの海上の天気はよく

わからないが，どうやら， II木会包んでいた，：；：：

状高気圧の南側にそっては不連続線ができて？

メ；気の ！！！.＼ いI好が；束 1 ＇~に j虫なっていたらしい。 不

辿統線というのは，いまでいえば前線のことで

ある。そのころの天気予報は，なんだかんだと

上回目はいっても，天気（土1Jl.jから変わると決めて

かかるばあいがlまとんどだったのが， この火！放

で，南から変わるということのあるのに気づい

たわけだった。

7:・ * * 
そのころにはまだラジオゾンデなどはなかっ

たから，上空の気象条件は山岳の気象観測を干lj

川するよりしかたがなかった。もちろん，両府

気象台ではノ〈ルーンやたこによる観iJll／はあ った。

しかし，ノ〈ルーンに剖11 i~f＞：.＇つけて飛ばし，その

うちにバルーンが倣裂し，以I/(,,'.fは詰 r・さんとと

もに地上に落ちる。それを拾った人に気象台に

届けてもらってはじめて上空の気象がわかる。

こんな観測は研究資料としてはたいせつであっ

ても， 1Ji口の天気予般の役にはたたないのまた，

たこといっても半日がかりの観測｜で，それもせ

いぜい 2000メートル止まりだった。

しかし，いまでは20km前後までの上空の観

測が北半球ii句の規伎で行なわれ，それらは観測l

76号（1969.1. 1) 

/I ’l後に J1t~＊必で放送されているから， 1Tf 円 2 同ず

つ，北半球的の規模の高層天気図を作ることが

できる。だから，予報が失敗したようなばあい，

むかしのように，なぜはずれたのかわけがわか

らないというようなことは，むしろまれである。

天気予報も30年のうちにはやはり相当の進歩を

したことは事実である。

こんな言い方をすると「進歩などとはおこが

ましいc いまでもH年々 はずして，人びとに迷惑

をかけているではないか」と言われそうである。

しかし， それにはそれだけの理由があるのであ

って，予報官は~1~雌を党。｜汗でノンピりや っ てい

るわけではない。また，はずれたといっても，

仕はぜんぜん見当もつかずにはずしたのである

が，いまは変化のjtj'jJ(1Jfまほとんどまちがいはな

いのだが，変化のj虫度についてはしばしば見当

はずれになるのである。

そうは亘っても，はずれたことはやはり失敗

したことで，予＊合利 JIJ した人に~｝；ちをかけた

ことについてはl・iJじだから， 一般のかたがたに

は戸いわけとしてしか／liJこえないにちがいない。

わたくしも 5～G年1iiiまでぶ気F械に関係して

いて，子械の失敗についてよく非日ii'されたこと

がある。こういうばあいに，予織のはずれたわ

けなどを説明するのは，火にがlをそそぐような

もので，かえってね！千をおこらせるのがおちで

あろう。こんなばあいにぶつかると，わたくし

は医行の耐勾』診断を伊ljにとって平等えていたが，

たいていは納得してもらえた。

* * * 
これもいIイ「ーか1Jijのことだが， ’：mu拶Jする と電

話がかかってきに。 「けさの天気予報はなんだ。

きのうの予報ではmなど｜得ると言っ ていなかっ

た。だから，土Hi'l'.・口14'i(をかけてf1/1!1月で:f'J・Jiを

H1函した。けさ早くには雨だったし，予報も 1

日｜将だとい うから行 •Ji:はとりやめたのだ。とこ

ろがどうだ。まだ 9ll!iだが，すっかり ll1'fれてき

たではないか。楽しみをフ fにしただけでなく，

出火も大きい。」といっ て食ってかかられた。

まことにもっともな抗議で弁解の余地はない。

それで，先｝jのもんくに全市i'l''.lに同意したうえ

予防時報 －7



筆

で， こう Jって相liJ乙した。

「天気 f＊は近イにl’民！な社！ii却による観測をfもとに

してノ＇＜＇＞＜（凶 を作り ，気象学の札命自己jぷJIJして行

なうものですから，外見はひじように科学的に

見えるでしょう。 しかし，気象予は進少してい

ますが，天気予報のゴこl祭は、ド分は経験にたよっ

ているのです。それは，たとえていえば医師の

病気t診断のようなもので， l公＇？はひじような進

歩をとげているようですけれと，’Jfl僚の病気a診

断にはまだまだ経験が亘~な役i刊 を l~i めている

と聞きますが，これは天気 f~裂とまったく同じ

です。 そして， 病気診断にも ll~'f 々誤診があるよ

うです。とにかく，大3礼子機でも病気の診断で

も， ~＿；；： I 日j以 1)if の 甘から~望が強しやむを得ず

経験が先行したU:l1!:jで，そういう技術は｜時には

ずれることはあり勝ちなのです」

こんな aむl床の返’J~をしたら，先方はうなずき
ながら聞いていたらしいが，わたく しの話がひ

と旬凶りすると実はわたしは医－（！；・なのです。ま

ったくお請の)J)1りだと，也います。お互いにしっ

かりやりましょう。」と言われ，かえってわたく

しがはげまされてしまった。

実は，こう言っ たのはその場の，也いつきなど

ではなく，わたくしは、子素からそう思っていた

のだった。たしかに，天気予報と病気の診断は

よく似ていて，どちらもH年々失敗する。その]JI

rl1もまたよく似ているように思う。その第 1は

学問の11u：組で，公d記己主も医予も，長jιの進歩8と

したとはい っても，まだまだ未知の分野も残っ

ていることであ る。第 2は，他の技術とwなり，

未知の部分だからといって， liJf光だけにゆだね

てほうっておくわけにいかず，わからなくとも，

一応の答えを出すこと を求められる。 第 3は，

一定の学｜切だけではだめで，経験がひじように

重要なのに，経験のひじように深いという医師

や予桜花’は不足勝ちで，どうしても未熟の人も

その簡に当たらねばならない，などである。

普 呪・ * 
このように， 天気予報と州気の診断はよく似

ているのであるが，ちがうところもないではな

い。たとえば，病気の診断は病人と医師の 1対

8－ 予防時報

1の凶係で，州人は｜孟(11jiに似ら ざるをねない立

場だから， l返fliliを尊似し，その言ーうことをよく

きく 。信川できないと思うばあいには，ただ黙

って去って行くだけである。ところが，天気予

報のばあいは，多数の予報キlj川者対数名の予報

官の関係で，予報は当たってあたりまえ，失敗

すれば思ばがかえってく る。 一方，そういう仕

事に対する見かえりとしての待辿といえば， l挺

n11iとf1領官ではJiとスッホンのちがいである。

しかし，だれかがそれをやらなければならない

が， 111：の1，，はよくしたもので，そういう天気予

報の1.1：引がkfきでたまらない人たちもいる。

火事のない都市

制1 野弘t； 彦
（読売新聞 ・編集委只会幹事〉

また，火災シーズンである。

ある 11，消防庁の謀長ーさんと 1淡笑していたら

「JJには空気が，ないそうですねえ」と突然こ

ういっ fこ。

つま I}, 11f I l火災に追いまくられている課長

さんにしてみれば，空気のほとんどない月なら

火災もないから，ユートビア的存｛Eなのだろう。

「いや， ）-Jまで行かなくとも，地球上にもそん

なところがありますよ」と，わたく しは先年訪

れた南米 ・ラパスの話をしだ した。

ラパスはボリビアの首都で，人口30万，間際

線の発着する飛行場もあり， lllJにはート何階かの

ホテルもあるし，中火の道路には芝生の分離帯

もあって，赤青の！照明をあてるなど，近代的な

都市である。

ラパス一一スペイ ン訟で平和を意味するが，

このUD.には消防ポン プ車は一台もない。

ご存じのように，こ こはアンデス山脈のなか

の山岳部市。lllJの標高が 3750mもある。富士
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山の頂上とほぼ同じ高さだ。

昨年のメキ シコ・オリンピックでは，高度の

問題がずいぶんさわがれたが，メキシコシティ

の標高は海抜 2200m。そこよりまだ 1500m近

くも高いのだから，空気が稀薄なのは当然だ。

と同時に， ：kにとっ ては，燃えにくいことこの

うえない。たとえば，タバコに火をつけると，

タバコを勢いよく吸わないかぎり火は消えてし

まう。あるとき， わたく したちは町の郊外へ出

たが，寒い臼だったので，タキ火を した。タキ

火といえば，新聞紙にマッチで火をつけ，枯れ

木を投げ込む一一一これが常識だ。ところが，こ

こでは，そんなナマやさしいタキ火では燃え上

がらない。苦心さんたん して，枯れ木に燃えつ

いた，と思ったら3 スーツと火は ii~ えてしまう。

「マッチ一本，火事の元」などというが，もし

この町にそんな際語がはられでも，町の人には

意味がわからないのではなかろ うか。

それはともかしついにわたく したちは車の

ガソリンを抜き，これを枯れ木にぶつかけて、

やっと，タキ火に “成功”した。

このラパスは，飛行場のあるところが，いち

ばん高い。アルト ・ラパスと呼ばれるが，スペ

イン話では，アルト は高いという意味だ。標高

は実に 4080m。 世界一高い飛行場だ。そのア

ルト ・ラパスから町はスリパチ状に広がってい

るが，この町では高いところに貧乏人が住み，

低い土地には金持ちが住んでいる。

上流階級は下1ur，庶民は山の手一一日本から

考えると妙だが， つまりはすこしでも低い土地

なら，それだけ空気は濃い。それだけ住みよい

から地価は高い。もっともな話である。

それだけに，私たち旅行者にとっては，まこ

とに酷な土地で，ラパスへ着いたトタン頭がク

ラクラとする。頭痛や吐きけなとー人によって重

い軽いはあるが，かならずといっていいほど高

山病にやられる。

旅行者は 「酒を飲むな」 「フ ロにはいるな」

「走るなJ という忠告もあった。 心臓がドキド

キしてくるからだ。わたく しは高山病の被害の

ほうは，たいしたことはなかったが，食べすぎ

76号 (1969.1.1〕
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てやられた。

というのは， 町のレストランに行き，炭火の

うえにのった焼き肉を「うまい， うまい」と腹

いっぱい食べた。 うまかった…・・・と食事を終わ

ったトタンに，血の気が，すーっと引いて，自

の前がまっ陪ーになった。気がついたときは，ソ

ファーに寝かされていた。胃に血が集まって，

貧血を起こしたらしい。

たしか大宅壮一氏だったと思うが，ラパスで

は警官が歩いている。その前をドロボーがこれ

も歩いている。走ったら，心臓がおかしくなる

ので，ゆっくり歩いているんだーーと表現して

いた。もちろん，これはジョークだが，実にい

い得ている。ただ，心臓のおかしくなるのは旅

行者だけで，土地の人はすっかり順応している。

日本人二世は野球チームをつくっている。そ

して彼らは 「巨人軍とだって，ここでやるなら

勝てる」と豪語している。たしかに，柴田や高

田も走ったら心臓がおか しくなるのでは，お手

上げであ る。

話は余談になったが，ともかく世界は広い。

この地球上に，火災で頭を悩ま している都市も

あれば，タキ火もうまく燃え上がらない都市も

あるのだ。

そんな話をしたら，消防庁の課長さんは，ほ

んとうに，うらやましそうな顔をしていた。

「でもねえ，課長さん。そんな火事のないとこ

ろに行ったら，消防はいらないんだから，課長

さんなんかも，クピですねえ」 とわたくしがい

ったら，その課長さん。

「そうですね。火事が減ってくれ、なくなっ

てくれ，と戸をからしているわたくしたち消防

職員もほんとうに火災が一件もなくな ったら，

その日から失業ですよね」と苦笑していた。

社会とはふしぎなものである。

災害予防の仕事も，災害が一つもなくなった

ら，やる必要はないのだから……。

消防の課長さんは苦笑したあと，すぐ真顔に

なって，

「でも，たとえわた くしは失職 して もいいか

予防騎毅 －9



ら，－fl二も火災のない 1~STITをつくりたいですね

え」といっていた。

それが予防行政にたずさわる人々のすべての

気持ちなのだろう。わたく しは，深長さんの最後

の一言を味わいi~~ ＜聞いたのである。

火災時の有害ガスの研究

に協力態勢を．ク

堀 内 三 郎
（京都大学教授〉

。去る11月2仁！の訂馬温泉での惨＇Jiのように，

最近ーの火災では人命の失われるWrJが多くなって

きた。そ して新聞記引などでも， 一昔前の 「水

利の！更が忠 〈」というきまり文句に代わって，

「煙に巻かれて」とか 「有古・ガスのためにJ な

どという友引の文JS：.がLIにつくようになった。

このことは，敗戦直後に各地で杭党した何千戸

焼失というような 「大火」の防止に主力を注い

でいたころの防火対策と比べると， 111：の111の移

り変わり，つまり不燃iJ!築のl¥'f/}Jllとか公設消防

力の増強などという＇ M11J-を)ii決しているものと

いうことができるかもしれなし、。 しかしf可はと

もあれ，r;・重な人命をうたーうことは絶対に許され

ない至上命令であるから，この間泌が引在の防

火関係者の最大の関心：Jiであることもまた当然

のことであろう。

く〉 しかし， この重要川閣も，ブミは数年TJijまで

はそれi・lど.！.HIJには考えられず，研究もほとん

ど進められていなかったとい うのが実情である。

その理，，，は，もちろん火災川の＊欣例が多くな

かったという＊実にもよるが，より根本的には

防火対策の重点が人命よりも物的財産の保護の

ほうに1i'1］けられていたという可H↑！？を無仰するわ

けにはゆかないであろう。 しかし現在では， こ

のやっかいな相手である 「t·~ と有百ガス」に対

して各方面から研究が進められつつある。まず

10一 予防時報

「煙」に対して， 「煙の正体」，「煙の濃度の浪I]

定法」といった基本的な問題から始まり， 「材

料の発煙性」， 「煙の発生量と発煙速度」，「煙の

流動拡大状況」へと進み，最後には「煙の早期

発見」，「煙の遮断方法」および「煙を排除する

方法」などといった「対策」の而にまで及ぶ一

連の研究が行なわれている。そしてこれらの研

究は，ぃ・rれも数年前まではlまとんど行なわれ

ていなかっ たこと を考える と，まことに長足の

進歩だということができる。しかもこれらの成

果の陰には，従来からの火災に関する研究成果

のほかに，環i克工学や材料学などの専門家の積

極的な協力が大きなカとなっていたことを否定

する ことはでき ないであろう。

。ではいったい，この「煙と有吉・ガスによる

害J とは，どんなこと を内容とするものなので

あろうか。元来 「煙」と「有害ガス」とは，火

災！切に，物質の燃mfこよっ てほぼ同時に発生す

るものであるから，お互いに清陵な関係にある

のは当然であると して も，人間に与える影響の

面でまったく 同一祝して論ずるのは誤りであろ

う。 しかし，ここでは便宜上一同して話を進め

ることにすると， これらの人間に与える害と い

う点では，大別して 3つの面に分けて考える こ

とができると忠われる。

その第 1は，「煙による見通し距離の減少」と

いう点で，火災H主に建物の中にいて避難しよう

とする－－~の人びとにとっても，また救助や消

火活動に従事する人びとに とっても，見通しが

きかなくなり，その結果「行動の自 由 が奪 わ

れJ，結来的には命を失うといった最悪の事態

を招く原因にもなるという問題である。この問

題は主として，物理的，光学的な手段で研究を

進めうる という事情もあっ て， 現在ある程度ま

でIYJらかにされつつあるという段階である。

その第2は， 「煙にともなう有害ガスが直接

人間に与える物程的な悪影響」という点である。

この問題の研究は，実はよ うやく 始まっ たばか

りという段階で，はなはだ心細い状態なのであ

る。たとえば，従来は，火災時に発生する有害
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ガスのうち，人間に最も重大な影響を与えるの

は「一般化炭素」であり，そのほかには 「空気

中の酸素の減少」と「二酸化炭素〈炭酸である

と考えられ，他の燃焼l時に発生する有害ガス〉

の増加」成分は，ごく微量であるから致命的な

要因にはならないのではないかといわれていた

が，最近の研究によると必ずしもそのように安

心しておれないことが明らかになってきた。こ

のように， この問題は人間の生命に直銭関係す

る最も重要な点であるにもかかわらず，まだま

だわからないことだらけという実情である。

さらに最近では，人命の安全とは無関係であ

るが，高価で精巧な電子計算機などのお＇i稼t,J.機

械装置に与える燃焼ガス成分の腐食または電気

的絶縁性の低下，という問題も提起されている。

その第3は， 「煙や有害ガスが人間に与える

心理的悪影響」という問題である。この点は，

実際の火災発生H寺には，おそらく l〕ijfj己2つの｜問

題にまざるとも劣らないほど重要な，決定的な

影響金もつ因子ではないかと考えられるにもか

かわらず，現在まだ，ほとんどなんの子も打た

れていないような状態である。

。以上のような，研究の進j瓦状況に関するア

ンバランスの状態は，発展途上にある他の研究

分野でも往々見受けられることではあるが，防

火関係の分野では，従米の研究者の多くが，建

築学，物理学，化学，気象学などの専門家で椛

成されていたこと，および前記のように，研究

の重点が，人命の安全よりも建物や物的財産の

保護のほうにおかれていたという事情と深い関

係があるものと思われる。したがって，このよ

うな“寒心に耐えない現状”を打開して問題を

白平明するためには，防火関係の研究者の層を厚

くし，他の専門分野の研究者，たとえば医学者，

生理学者，衛生学者，蒜物学者および心理学者

などとの協同研究を進めるよりほかに方法はな

～、と忠われる。

しかし，このことはだれもがおそらく気がつ

き，異存はないこととしながらも，実際には

“言うはやすく ，行なうは難し”というのが，
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ずいひつ

わが国での一般の実状のようである。たとえば，

これとよく似た問題の例として「公害防止」の

問題があるが，有名な「水俣病」の因果関係の

解明と決定に十数年を必要としたことなど，ま

だあ，＇U"iの記↑立におfしいことであろう。

しかも，！日述のように，この問題には，生理

的な商のほかに，心理的な面も考慮しなければ

ならないので，その解明にはよりいっそうの困

難性が予想されるのであるが，こと人命に関す

る問題で、ある以上，一刻も早〈多数の専門家の

協力態勢がli'!li立されて，研究が一歩ずつでも前

進することを願ってやまない。

「消防白:jJI:」を読んで

t ...ーーー ． 

山崎述 三
（京，；，消防庁人事教努部只）

例年のように火災予防週間を間近にひかえた

11月， 消防J'J＂からの 1J'j防白書が手もとに届いた。

一番最初に口にとま ったのは，やはり “通’11r火

災による死弁はij災後最向”の文字で，42年q-rの
火災による死者は， 1106人であるという。また，

一酸化炭素仁IJ仏笠，U、による死者が多く，一酸

化此索中古，および空，日、による死者が 55.2%,

つぎに火傷死30.9%，自殺 8.5%，その他 5.4%

とある。この火似死の中にも，実際には，一酸

化炭素中毒や，窒，日、で失神状態になったのちに，

焼け，死にいたったものもあるので、 55.2%よ

りかなり多くなると忠われる。

また，火災による死者の推移をみると， II［｛和

30年の指数を 100としたばあい， U(j和42年には

死者は159, l主｛μ与は139，交通!JU次死，溺死な

どの不l症の＊＇牧死が 125と，火災の死右の増加

が大きいことがわかる。その他焼死の実態につ

いての各秘の統汁があげられているが，最後に

その対策として，いくつかのものが花べてある。

そのうち二，三を拾って見ると，まず “防火Y'?
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と 筆

理体制の確立をはかること（とくに複合用途建

築物〉”とある。

防火管理の重要なことはいうまでもないこと

であるが，過去の火災，とくに焼死者の出た火

災については，いつのばあいも防火管理のずさ

んさがあげられている。そのずさんさが焼死者

を出しているといえよう c 感知器があったが作

動しなかった，シャッターはあったが閉まって

いない，避出fl:階段があったけれども，施錠 して

あったとか，障害物のため閃かなかった，とい

うのはこの類である。管理者制度が法定されて

から，~：、みは遅か っ たとしても，苦笑に実績を

あげてきていることは事実で，東京都内 36000 

の防火管理者をおかなければならない対象物か

らの出火が，年ごとに減少し， l昭和40年に比べ，

現在では約20%＇の減少を示している 。 しかしな

がら現行の制度について川胞がないわけでは

なく，その一つは資絡についてである。

近代的な設備を持つビル，あるいは不特定多

数の答を収容する対象物等は，それなりの特殊

な知識，より高度の管理体制が要求される。こ

のような官辺者に短期間の誠司で資格を与える

ことに問題がある。喫茶店の防火管理L 大規

模なホテルの防火ii~；理とてPは，当然要求される

内容が述うはずである。 現在の防火i~i；理 ;tr· を 1

級， 2級，あるいはljl，乙，と分類し，それぞ

れに適応した講習，あるいは試験制度までも考

えてよいと思う。また， M火管理者をおかなけ

ればならない対象物にしても，lliに50人以上の

ものが出入し，勤務し，または居住するものだ

けを対象とするのは，現在では芹ljり切り過き、る

感がある。その業態，規模，および収符人員等

で指定すべきであろう。

つぎに“非常’瞥報設Wlの義務設置以外であっ

ても，すみやかに火災の発生を知らせる探具

（たとえば，簡単なベル，ブザ一等〉の設置が

望ましいこと”とある。

ふたたび白書から，死に至った経緯をみると，

夜間が48.3%で，その うち逃げ遅れた者43.1%,

熟llfilし火災に気づかず死亡した者 22.7%で，大

半は火災に気づいたときは，すでに火煙がまわ

12一 予防時毅

IJ逃げられなかったものである。先年東京消防

庁に人命安全対策本部を設置したとき，この点

に注目，さらに小規模の店舗併用住宅に焼死者

が続発したことから，火災報知器工業会の協力？

で簡易な煙感知器t:開発，行政指導により都内

に約 10000個を取り付けたが，その後，数々のi

奏効例があり，人命安全に大きな効果をあげた

と思っている。欧州では熱感知器にかわり煙感

知器が普及していると聞く。わが国でも，早急

に煙感知器の設置を義務づけるべきである。ま

た法定対象物以外であっても，簡易なものを取

り付けるよう強力に指導すべきである。

最後に， “今後建築物の新築，増改築等を行

なうときは，火災発生II~.fにおける避難の確保に

ついて，あらかじめ計画すること”とある。

幾多の火災事例でもわかるとおり，階段は，

とくにペンシルピルのごときは，もはや避難路

にはならないことを認識すべきで，二方向避難

の原則にしたがい，他に避難路を求めるべきで

ある。階段を吹き上げる煙の速さは窓外に速くト

毎秒3～5mである。他に求める避難路として

は，）主外階段が最もよい。シャッターで区画さ

れた避難階段であっても，火災の｜！な点で作動し

なければ，普通の階段でしかない。過去焼死者

をともなった火災でシャッターが聞いたままに

なっているものがあまりにも多い。わたくしど

もの提案でシャッター工業会，報知機工業会が

協同して，煙感知器と シャッターとの述動機構

が開発され，実用化されようとしているc

このたび建築基準法の改正が進められている

がわれわれが期待したほどの煙対策がはいって

いないような気がする。このさい，思い切った

改正をしてほしいものでJうる。もっとも政令の

段階で大幅な改正，煙対策の技術基準が定めら

れるとは忠うが。いつのばあいでも，法律改正

はされても，今後のものについての適用で，在

来のものについては問題が残されたままで，い

っこうに危険が去らないことが残念である。ま

だまだ消防の悩みは続きそうであ る。

i:r ？な ？な
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胞子〉族館本盤台防 ｜ 

燃える有馬温泉の観光旅館「池の坊満月域」 （昭和43年11月2日未明，写真。共同P)

司会 司会をおおせっかった塚本です。このた

び，この座談会が企画されたのは，近ごろ，ホ

テル ・旅館の火災で大きな事故が続いているた

めであろうと思います。このところ対話という

ことがはやっていますので，いろいろとお話し

傾いたい。まず全国の旅館の実状をご存知の上

月さんlこ，感じておられる点から。

法規について

よ月 旅館の防火についてはいろいろと問題が

あるわけですが，まず4つの点から。

第 1に，法令や規程類がひじように難解だと

いうことです。消防法令集を読むと，むずかし

い文句が使ってあり，なかなか読めないのです。

戸塚 ふつうの日本語にしてくださいというこ

とですね。法律語は日本語じゃないです。

上月 、あるいは夕、また，、もしくはタという

のがあると，どこまで続く文章なのか，わかり

にくい。刑法ならば，だいたいこんなことをし

てはいけないということが常識でわかるのです

が，消防法令のばあいはそういかない。

戸塚 税法もそうですね。

よ月 第 2に，この 4月1日からカーテンとか，

ドンチョウなどが防炎性に規制されますが，カ

ーテンなどに燃えうつるまでには，かなり大き

な火になっている。だから，これより先に規制

することがあるのではないか。一次加工，二次
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加工とあるそうだが，一度i先たくすると駄目に

なる話もある。大きなドンチョウなど防炎性に

するには何十万円，何百万円も する。防火につ

いては、 もっと乎近にお容に訴えたいこともあ

るから旅館側ばかり規制しないでほ しい。

また，新建材はすごい煙のでるものもあり，

水ーと温泉にしても，ヰj馬 tlヰJi~ でも，一酸化炭素

中古A で死んでいる人が多い。 この新建材を何か

の方法で規制できないだろうか。 これは建設省

｜下＝－＝出席者 （敬称略 ・順不同〉

I）建設省建築研究所第5研究部長

1: 川越邦雄

｜｜ 評論家

,1 戸 塚 文 子

｜ 日本観光旅館連盟専務理事

1: 上月 木代次

｜｜ 石倉旅館〔箱根〉社長 11 

ii 石倉久四郎 i! 
｜ ニュー東海（伊東〉社長 I 

1: 稲葉安久 :: 

｜｜ 旅館ったや（東京本郷〕社長 : 

｜｜ 小 池正夫 11 

I 東京海上火災保険（株〉火災新種業務部 :1 

1: 技術課長河村 鉄彦 11 

｜！ 司会 ・日本火災学会理事 1: 

!I 塚 本 孝 一 （ 
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関係のことですが。

いま 1つは労働省の関

係ですが，近ごろ従業員

のことがやかましくて，

従業員宿舎をつくれとい

う。宿舎が旅館の近くに

あれば，客の避難誘導も

できますが，どこでも旅

上月さん 館の近くに宿舎をつくる

こと ができない。あまり従業員の福利施設をや

かましく云わないでもらいたい。

それから，いま 1つ，文部省に対し，修学旅

行のばあい，とくに防火の教育を してほしいの

です。以上，箇条的にlilしあげたが3 お話の糸

口にもなれば。

司会 消火設備の規定だけみてもたいへんです。

いまの建築基準法令もわかりにくい。

川越 法文だけではわからない。解釈だとか，

かつての通達だとか，そこまでひっくり返さな

いとわからない。

上月 こんどまた建築基準法が変わるでしょう。

司会 規定の内容が画一的で，たとえば旅館と

いうm途に合致しているとはいえない。あらゆ

る用途に合うようにしようとすると，法令がま

た!i!ft解なものになってしまう。その辺， iL令を

つくるほうでも，捕しかゆしでしょう。

川｜越 l::l ’市I~ じていることですが，大きな ·Ji: ，吹

が起きると，7LJJlはどうした，行政はいJをやっ

ているかということで， Iム~.'lH!l~ の建築L・J十や

ffil山［Y<l係仔がこずき回される。まことにiJIしわ

けなかったと，さっそく法刷を改正して，厳重

に取 り締まるようにいた しま すということにな

る。 したがって，法脱がつき‘つぎに，各分野で

加重されるわけです。

司会 不j馬温泉のときも，衆 ・参議院のおえら

方が視察にきて， 2週lllJもた っているのに，ま

だ原因がわからないのかと，こういう先生プJは

何事につけ，お1)ffたちは何をや っているのだと

いう詰！日j的態度ですね。

川越 ある大学でl弱火の，ii'/~必をしたことがあり

ます。試験をやってくれというので，建築の平

14 予防時報

面を与え，防火的な対策を設計上どのようにす

るか，消火器をおし縄梯子をつける，感知器

をなど10項目あげ，そのうち 2つだけをあげる

ようにしたのです。その解答をみてがっかりし

ました。消火器は50mおきにとコンパスで丸を

書き，屋内消火栓を 3つというふうです。学生

はあまり法規を知っていないと思ったのですが，

一生懸命やっているらしい。ところが，どれが

火災のためいちばんよいかということを三J5える

者がいない。

社会に出たばあい，ハンドブックとか，法規

を頼って設計すればよい。いま育っている人た

ちの考えはハンドブックエンジニア的にな って

いる。こういう連中が建築家として世の中に出

る。ちょっとこわくなります。

治｜り1法;J;}lでは，これをやりなさい，カーテン

も不燃化しなさい，建築法規ではあれをやりな

さいというので，どれがキーポイントになるの

か，法律的に概指するとぼけてしまう。

戸塚 たしかに，図面の上では法令に合致して

いるから百午可される。われわれ旅行者が泊まっ

てみると， ill日ft路とあるのでおりてみる 0 ~J:?j\• 

口とあるが，哀が産地で出られない。現実のギ

ャッフ。が大きいですね。

川越 いまは技術が級雑になっているから，く

iっしいハンドブックができる。昔はそういうも

のがないから，いろいろ考えて設計 した。

戸塚 iR k見がなければ，刀、えって自分で考え，

安全性を設計に織りこむと思うのですが。

新建材について

編集部 近ごろ， l耐火建築で、新建材ばかりを多

く使う。体裁はよいが，燃えぐさをなくすよう

に考える必要があるのではないか。

川越 旅館などでは，それは不可能に近い。そ

れをJV］侍してはまずい。多すぎるから，もっと

減らすことです。

小池 畳でも年に 2回かえるが，若い働く人が

少ないから，なかなかや ってくれない。壁でも

左官Ji:が少なしたいへんに賃金も高い。それ
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が新建材になれば2, 3倍ももっO 新建材とい

う文明の利器を使わないということはない。

J 11越社会情勢だから，しょうがない。建てる

ほうも新建材が安しいい材料が使われる。だ

から，これに対抗して防災装置を考えるように

することですね。

司会 火事ははげしく燃えださなければ，逃げ

る余地はじゅうぶんにある。はげしく燃えだす

と困る。毒性ガスのことにも関連して，その辺

のことを川越さんから説明 してください。

川越 昔の建物とは違っ

て，いまの建物は新建材

やベニアの使用がふえ，

ある時点で爆発的に火が

育つ。これをフラッシュ

オーノ〈ーと呼んでいるの

ですが，たき火でも，は

じめチョロチョロとi撚え

だし，ある時期にーぺん 川越さん

に火がさかりだす。建物の 1か所でフラッシュ

オーバーしますと，とたんに燃焼量がふえ，真

黒な煙が突然のように出てくる。どうも，これ

でやられるのが多いようです。

上月 それは新建材のせいではないですか。

川越 薪を積んで燃やしてもベニヤでも同じで，

室内の燃料の表面積と室内の大きさできまる。

燃料の表面積が大きければ急に燃えあがる。

上月 毒性ガスが発生するといわれていますが。

川越 それは出ます。普通の木材が燃えても，

一酸化炭素などたくさん出ます。 とくに新i主材

があらわれて，この猛毒ガスがたくさん出るの

で，これまでとは毛色の変わった火事がおきる

というのではありませんか。

司会 プラスチックはすべて分子中に炭素を含

むので，不完全燃焼すると一酸化炭素を発生す

るといわれています。このCOガスが括毒であ

ることをまず認識する必要がありますね。その

うえ，プラス αという考え方で，その他の毒性ガ

スを考えるのが妥当だと思うのです。積類によ

ってはこの毒性カスの出ないのもあるわけです。

戸塚 わたくしはこうだと思うのです。昔の日

76号 (1969.1.1)

本式の家屋はすき聞が多くて，風通しもよい。

洋式の建物では，ガススト ーブの中毒事故をお

こしているのをみてもわかるように，すき聞の

少なくなった建物だから，煙やガスも出にくい。

近ごろのマンモスホテルなどは煙が外に出ない

ですよ。それから，日本建築のほうが逃げやす

いという点もあります。

川越 たしかに建物の条件が変わってきている

ことは大きいですね。また，いままでの事務所

建築でも，ボール紙みたいなテックスを天井に

使いま したが，それが現在では石綿系統の材料

に変わってきました。可燃；材を全部駆逐するこ

とは無理としても，逐次よくなっていくと思い

ます。

上月 私が信用できないと思ったのは，カーテ

ンなどがやかましくいわれた矢先，あるところ

で実験したら、メラメラと燃えたというのです。

川越 防炎処理するというのは，おもに火災発

生の防止を日的としている。防炎処理したカー

テンでも強い炎にあえば，みな燃えてしまいま

す。

戸塚 あまり不燃だとか，

防火だとかのキャッチフ

レーズを使わないほうが

よい。物はすべて燃える

ものだと考えたら111]追い

ない。マンモスホテルだ

の，耐火建築だのという

から，みんなが油断する。

火事にな ったら，！1＇・く消 戸塚さん

す，早く逃げる，少なくとも客商売のところで

はこのように与える。

川越 いまは面積がばかで、かくな っている。昔

の何 卜粁分ということになり，出火する確率か

らいっても，火がでるのはあたりまえで，出な

いと思うのがおか しい。

お客について

上月 旅館の火災原因は寝たばこが一番多い。

司会 口をふさいで、いわないのがあるから，実
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際はも っと多いだろう。

上月 大いにお客さんを教育する必要があり ま

すね。

石倉 酔っぱらっ て寝た

ばこする。もみ消 して自

分で布団を押入れに入れ

て，帰って しま った。 そ

れを早く発見したので，

ぼやにもならずにすんだ

ことがありますよ。

小池 うちでは火の用心

と響いたものを水ととも 石倉さん

に枕JCにおいておくのです（写真参照〉。ところ

がこの火のJT1心を持っていかれる。

石倉 これはひじようにいいことで，ほしくな

りますよ。どろぼう恨性でなく，自分の参考に

ほ しいのですね。

戸塚 きっと，それで同じものをつくっている

のでしょう。

石倉 モれだけ，あなたの徳が広くいきわたる

わけです（笑〉。

稲葉 火災保険会社がスポンサーになって， こ

ういうのをたくさん配ってくれると，われわれ

は助かるのですがね。

編集部 お客さんに読んでもらう印刷物をつく

ったらよいと思うのですが。

戸塚 読まないですよ。日本の放館では，そう

いうものを額縁に入れてあるから持っていかれ

る。近ごろは，はがれない接着剤があ って，洋

式のホテルだと， ドアに張つである。

また，建物の図面を洋式ホテルではみなドア

のうしろに張つであるのですが。普通の旅館の

枕元に水差しと ‘火の用心、を置く（旅館ったや）
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部屋にはこれがない。

上月 こんど，これをやってもらうべく本部で

ポスターをつくったのです。 、まず避難経路を

おた しかめください’と。まだ5長っていないと

ころが多い。

稲葉 伊東でも，これについて一斉査察をやり

ました ら， 140 ii汗：ヤ27粁がなかった。

司会 客室もさることながら，近ごろ大きな事

故をおこ したのは，みなサービス部分から火事

をおこしている。この点に大事な問題がある。

だから，いっぽうお客の避難誘導がおこなわれ

なければな らない。

小池 先般の有馬混泉の

ばあい， 160名の従業員

がいて，その日には33名

t白まっていた。こういう

経験から，従業員が泊ま

りこみで，朝から晩まで

使われるようなことでは，

なかなかきてくれない。

現在の労働力の問題から 小池さん

いって，どうしても寮に行き，ゆっ くり 休む。

そうすると夜は%の従業員になる。

従業員問題

稲葉 従業員の宿舎など，地価が高くなって，

マイクロパスで輸送するところもではじめてい

るくらいです。館内の保安要員の問題はひ じよ

うにむずかしい。

戸塚 保安要員にたよらずに逃げるという よう

に考えないと。これから先は，ますます人は雇

えないようになりますからね。

小池 本郷の組合では，団体のお客に勉強 して

もらうため，避難図や確認事項を書いた書面を

送っています。それで，来られたときには状況

がわかっていてもらえるようにしています。

修学旅行なとA で、は，風呂係とか防災係とかき

めてきます。真剣に研究してこ られると ころも

あります。先生は懐中電灯を持ってきたり，最

小限度生徒に持たせるなどやっています。
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石倉 うちの旅館は規模が小さいので，従業員

が30名しかいません。屋敷の中に宿舎をつくっ

てある。 1人だけ通勤で，あとは全部寄宿して

います。このごろは，女中さんの着物 1枚で，

4万， 5万円もする。それで各自の持ち物に，

30万円を限度に火災保険をつけているのです。

自分の持ち物は焼けても買えるから，お客の誘

導に専心しなさいということにしています。

小池 うちの組合でも，動産ですが従業員のも

のにつけています。それで，ひとり平均10万円

ぐらいです。

石倉 うちでは100人しか泊まれないから， 100

個客室用の懐中電灯を貰い，その他文中部屋に

も30個用意してある。お客さんの数だけ枕元に

もっていっておきます。お客さんにたいしては，

“これがなくなると，わたしたちが弁償しなけ

ればなりません。わたしの責任ですから，どう

かなくさないようにして，万一のばあいに，お

使いください”ということにしています。

小池 私のところは全室ではありませんが，懐

中電灯を置いています。柱に取りつけたのは，

はずすと，っきっ放しになります（写真参照〉。

こういう特殊なものでも持っていかれますから

ね。石倉さんのところは女中さんに責任を負わ

せるのですか。

石倉女中に責任を負わせています。

小池弁償させるわけですか。

石倉弁伯させることもないですが，そうなる

と築外なくならないのです。

戸塚 そういう旅館がふえてきましたね。懐中

電灯に美代子とか千代子とかの名前入りで。

司会 有馬温泉の火事のばあい，早く停電して

しまい混乱を助長させているようです。だから

懐中電灯の用意は必要ですね。 しかし，火災が

おきて，簡単に停電してしまうようで、は，いろ

いろの設備が働かなくなる。これは問題です。

防火施設について

戸塚 ホテル ・旅館がマンモス化し，高層化し

てへや数もふえてくると，従業員に誘導させる
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のでは，もう駄目だ

と思う。だから，経 ぃ

営者のほうが頭を切

りかえ，建物も変わ

ったら，方法も変え

なければと思うので

す。アメ リカのばあ

い， 30何階建てのホ

テルでは，一室ごと

に火災の警報がつい
客室に備えた懐中電灯。小さ

ている。同時にモー
u 孟，はずすと灯がつきつ

ニングコールにイ吏っ ぱなしになる （旅館ったや〉

ている。とにかく，スイッチ一つで各室ごとに

警報が鳴る。本人がボタンを押して止めない限

り，永久にI鳴っている。この電気回路は屋外に

い別回路としている。新婚夫婦がなかから鍵

をかけ，寝ておれば，外から起こしたって起き

ませんよ。

小池 有馬温泉のばあい， 2人寝るところを 4

人寝て死んでいる。隣りのへやのおじいさん，

おばあさんが助かっている。また，その隣りの

新姉夫婦は布団の中で死んでいる。従業員の多

くが負傷しているぐらい懸命になって誘導して

いるわけなのだが。

団体のお客などは，汽阜の中からドンチャン

騒ぎし，宿について夜の121侍ごろまで飲酒する

のですから，ゆり起こしても起きませんよ。

だから，ホテルだったら電話で起こす以外に

手はない。

戸塚 それから，停電にそなえて，外国では，

夜光塗料を使い，矢印がつけてある。懐中電灯

だけあっても，はじめての場所ではうまく逃げ

られるかどうか。それよりは，むしろ壁に大き

し不体裁でもよいから夜光塗料の矢印をつけ

ておいて，この矢印を伝っていけば，非常口に

いけるというほうが，懐中電灯で女中さんが神

経を使うよりはよい。

近ごろの旅館でこれを解決するには，電源回

路を別にした火災報知機，各へやごとに大きな

音のする笹報装置をつけ，どんな寝ぽうでも飛

び起きるようにする。そのうちには電気仕掛け
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でベッドがひっくり返るなどというのがあると

よいのですが（笑〉。 そこまでできないのなら，

あとは火災報知機と夜光塗料の矢印や掲示によ

って避難先へ安全に逃げられるようにすること

ですね。

稲葉 うちで、は， II下年8

月新館を造りました。こ

れまでのは木造3階建て

ですから，両方の建物を

もってやっているわけで

す。実験してみたことが

あるのですが，たしかに，

ドアを1きっちり締めます

と機密性がよくて熟睡状 稲葉さん

態でなくても，外か らの音量がひじように小さ

くなる。ですから，各へやに相当大きな音の非

常ベルをIi.I語らさなければならない。これはどう

してもやろうと思っています。

旅館のコンサルタ ントとか経営雑誌は，もう

かるスペースについての研究は，微に入り細を

うがっていますが，防災関係なんかは投資欄の

うち 1ページもないのです。新館には， 2人い

っしょに降りられる避難階段を 6階からつけ，

350万円 ぐらいかかった。ホテルと旅館という

雑誌が分析第 1号で，うちの旅館を取りあげた。

結論は，こんなにもうからない建築はないとい

うのです。旅館業者としては，投資からすれば，

防災というのは最後の順位になっているわけで

す。

戸塚 そうだと思いますね。前から感じていた

のですが，ひじように高額な投資をするより，

実際に焼けたとき損害賠償に多少お金がかかっ

たとしても，そのほうが得ではないかというソ

ロパンをしているのではないかと・・・・・・。

上月 ないとはいえないでしょう。旅館ばかり

でなく私鉄がそうなんだから。踏切りを，ちょ

っと した道なら全部つけたいのだが，人件費が

かさむというので，たまに事故がおこって金を

払っても，そのほうが得だとして踏切りをつけ

ない私鉄がたくさんある。ぞれと同じですよ。

稲葉 旅館業者はどういう権威に対し服従する
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かというとう 交通公社をはじめ旅行あっせん業

者で，これははっきりしている（笑〉。 旅館総

合の総会をやっても，委任状ばかり出して集ま

ってこない。ところが，交労連の総会というと

わんさと集まってくる。そこで，交通公社の旅

館調書にパーやホールがどうあるということで

なく，避難設備はどうなっている，これをラン

クするとどうなる，このようにやると，業者は

金がかかってもしょうがないから，せっせとや

ると思いますね。

戸塚 団体旅行で幹事が 1へやに何人はいれる

か，献立はどうかという前に，防火設備はどうな

っているかということをまっ先に聞く習慣がつ

けば，これは投資して引きあう。商売がもうかる

ということになれば，どの旅館でもやりますよ。

上月 メリ ットがないといけないということで

すね。

戸塚 それは人情です。

保険や税金について

小池 完全な消防施設をしようと思うと，たい

へんお金がかかる。保険会社のほうでこういう

のに低額融資 してもらいたいと思う のですが。

毎年掛けていて 5年間無事故であったら，掛

金だけ返ってくる生命保険式のがあるので しょ

つ。

河村 そう いうのは結局，積み立てておいた金

の利子で保険料に充当するわけです。ですから

積み立てて，それをお返しできるわけです。

小池 本郷で20人以上いるところは従業員の動

産とか，什器だけに掛けています。

河村 白動車と同じ優良

割引きの点，火災保険で

は，地区で遠いますが，

業穏別に保険料をきめ，

全体をみて 5年ごと，6

年ごと，近ごろは 3年ご

とぐらいに料率を下げて

いるわけです。

融資の点では，損保全 河村さん
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部の運用資産は20社全部集めても， 1つの大銀

行の4分の lぐらいしかない。ですから，おっ

しゃった要望には，なかなかうまくこたえられ

ないのです。

，稲葉 1年間無事故だったら半分返ってくる。

河村 これは月掛けの保険で，倍いただいて半

分お返しするのです。保険料というのは，住宅

ですと，利子の点を除けば， 500年に 1回火事

がおこれば，もとが取れるのです。ですからき

わめて安いものです。

戸塚 もう 1つ，税法上，防火のA・B・Cと級別

をつける。よいものはそれだけ企業努力してい

るのだから税金からごほうびで引いてくれる。

稲葉 それには固定資産税が一番いい。

戸塚 ということは，国家的見地から焼かない

ことは国の富を守っていることになる。私企業

だって国の財産です。

編集部 設備がよくなって建設資金が高くなる

と，むしろよけいにかかる。いま逆ですね。

稲葉政府登録になると，そこの市町村の減免

措置があって，かなり安くなるところがある。

上月 政府登録になると，税制面の恩典はあり

ますが，この恩典を受けた水上温泉の旅館があ

あいう事故を起こ したのだから，設備だけでは

いけない一面があります。

稲葉 旅館で一番こわいのは火事，そのつぎは

食中毒です。この食中毒をみても，小さいとこ

ろは出ないで，調理施設も悪くない，かなり大

きなところで，ときどき出しますね。

煙や避難について

司会 だいぶ話がはずんできましたが，終わり

に，どうすればよいかということをお話し願い

たいのですが。 これまで、に，煙にまかれるとい

ってこわがられていますが。

JI（越 煙の研究は現在日本が一番進んでいます。

ヨーロッパでは 300年来， 3 • 4階などに住ん

でいて，昔からの話でいまさら研究しでもとい

うことです。それが，プラスチック』オfヰがあら

われて，黒い煙が出るというので，やや真剣な

76号 (1969.1.1)

研究対象になりましたが，

防火的な取り扱いが伝統

で，どこを押えていくか

ということを知っている

わけです。ところが日本

で、は，行政をやるにして

も，高層に対する防火に

は，たとえばシャッター

を降ろすべきかどうかな 塚本さん

ど，何をやったならばよいか，とまどっている

わけです。ここらを研究していかないと，むだ

ばかりやって，どう安全にそえるかということ

に答えられないのです。

小池 このあいだ，煙感知器を旅館に強制的に

やらせるということが新聞に出ていましたが。

川越 煙感知器が必要な場所もあるし，その辺

の使いわけがむずかしいのです。

稲葉 実際に煙がいちばん伝わるとこ ろはどう

いうところですか。

川越 高層建築のばあいは階段です。最近エア

コンをやっているから，このダクト。とにかく

煙は垂直にあがるわけです。外国のばあいをみ

ますと，階段のところのとびらなどは締めてい

ます。

戸塚 古いヨーロッ パの家ではベランダに逃げ

る。アメリカは外階段ですね。外階段ならば煙

に関係ない。

川越 ゆくゆくはそのようになるでしょう。そ

れから防火戸を上等なものに強制しすぎました

ね。鉄の何ミリ j平でなければいけないといい，

そのために防火戸が重い鉄扉になった。それで

なければ，シャッターにするかです。テ レビド

ラマの、ベンケーシ－＂＇で，網入ガラス 戸をや

たらにくぐって出ていくのがみられた。このよ

うにいつも戸が締まっているのでないと，非常

のさい従業員が降ろす，締めるというのでは間

に合わない。ヒューズメタルのついているのが

ありますが，煙が先に通って しまう。耐火性を

犠牲にしても避難のために煙をとめるという戸

と，火災損害を減らすための防火壁のところの

戸と， 目的によってドアが違ってもよい。それ
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をこれまで両方氷川できるという考え方だった。

戸塚 欧米のホテルでは常時締まっていますね。

曲がり角のところには必ず防火戸がある。その

たびに押したり 引いたりしなければならない。

アメリカでは電化した戸がありますね。人間が

行くと自然に開く， ＇＂＇りfCJ，長い廊下の途中に

もある。マネージャーに聞いてみると，火事の

ためだという。なるほどと思った。不自由であ

っても，火事にな ってからでは間に合わないと

いう考えプjらしい。

川越 ｜山火的に多少弱くても，いっとき煙よけ

になる仰い具合のよい戸をつけないと，あと何

をや ってもだめだ。

河村 アメリカの工場では， トタンを厚くした

程度の主壁をわりと使っていますね。

司会 それから屋外非常階段があればー・－。

戸塚 ある旅館でそういう階段があったが，戸

に鍵がかかっている。 “どうやって逃げるのだ”

と聞くと，“火事のときには聞けます”という。

“誰れがIJHけるか，開けるのが間に合わなかっ

たら焼け死ぬではないか。避難階段のドアなど

聞けておいたら？”というと， “聞けておくと

泥棒がはいってくる”という。そこで， “内側

に鎚を差しこんでおいたら？”といったところ

が， “それもすでにやってみたが， 団体の男

性がそれを聞けてどこかへ浮気に行き，帰って

きたとき閉めない。それで泥棒にはいられまし

た”ということなんです。

司会 避難には屋外階段がいちばんいい。この

屋外階段を 1階部分で屋内にはいれる形にし，

この部分を防火区画で安全に して，ここから外

に出られるようにするといった設計上の考慮、が

あってもよい。防犯と防火とはどこまでも相反

するから，設計上もっと考えるようでありた

し、。

戸塚 温度が上がったり ，煙がきたら，自動的

に聞く装置があればよい。

川越 あるのですよ。

戸塚 高価で しょう。

川越 煙や熱感知器とシ ャッターとを述動させ

ることも研究 しているようですが，お金がかか
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る。

司会 煙感知器の感度はよいでしょうから，早

〈締まりすぎることにならないか。使うところ

を二0・える必要がある。

稲葉 伊東では防犯ベルをつけているのですが。

石倉 停電のばあいだめでしょう。

稲葉 ノ〈ッテリ ーで自動充電します。そして防

犯ベルと明かりを利用して，停電のときのラ｛

ト兼用のものをみんなに進めているのです。

戸塚 いくらですか。

稲葉 小さいので 4200円ぐらいです。

戸塚 そのくらいなら例人でも使える。

上月 ノfレスホテルでは， 1階から 2階に上が

るところがはね上げになっているから，下から

は上がれない。上から逃げるときはボタンを押

す。これも停電のばあいはだめになる。

司会 そこまで降りてくれば，消防やその他の

人たちで助けられる。

稲葉 業者の会合で，火災などはあまり話題に

ならない。先般，たまたま消防署の指導で全部

が避難誘導の訓練をやった。その直後，うちの

隣りの旅館に，新聞にも報道された火事があっ

て，たまたまひまな Flでしたが，よい結果をみ

ました。やはり訓練はときどきやることですね。、

小池 人間の習性というのはおそろしいもので，

玄関からはいったお容さんは，この裏に道路が

あると教えておいても，やはり玄関のほうに 8

割はでてしまう。だから訓練は必要ですね。

修学旅行の先生など，消防署の係がきて訓練

をやるといっても喜んではやってくれません。

そこでそのPR用の 8ミリ映画lをつくったので

すが。

戸塚 そういうのが修学旅行の勉強ではないで

すか。

川越 ボヤを し 2回やって経験を積むと，ま

た火事がおきても，あのときボヤだったから，

お客さんも逃げなくてけっこうですというよう

なことになると，えらいこ とになりやすい。

司会 いろいろとお話していただきありがとう

ございました。時聞がまいりましたので，これ

で終わらせていただきます。
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さ多の議象乙災害
＼～二、

冬の気象は、豪雪、暴風雪、寒冷を特徴と

し、ときに大きな災害をもとらす。 このきひ

しい気 象を予知 して防災の手段を講ずる に は 、

とのような科学的方法があるだろうか

多年、正確な予報の実現に苦心してきた著

者 l立、 豊 富な経験を引用しながら、 コ ン ビ ュ

タ一時代の予報のありカ、f二と、その未来を

展望する。

11'1：年11月17日の午前J，十回峠の空は快rii'J'で、し

た。すすきの秘がおりからのこが らしに掃すら

れて，吹き散っていましたし，宿土の｛illには山

雲がわいてはrl'iえ， 7l'iえてはわいていました。

そして，1I11頁の積雪が羽毛のように舞い上がっ

ているのも見えました。きっと30メートル以上

の暴風が吹いているのでしょう。このようにし

て，毎年冬が訪れてくるのです。

さて，冬の気象の特徴は，主として大雪，季

節j孔および、低温ですが，これらの異常現象が

Miに大きな災害をおこすことがあります。 しか

し一方，これらの現象はわたしたちの生活に直

接結びつき，産業の資源ともなっています。こ

こでは冬の気象の概要を述べるとともに，近ご

ろの気象学的な見かたを，お話ししたいと思い

ます。

昭和38年 1月北陸地方豪雪

昭和38年 1月，北陸地方に大雪が降り，全域

家屋 968事u，死者 195名という被害を出し， 交

通も 1か月にわたってと絶し，大混乱を生じま

した。日本海側の大；g;・は，主として季節風に起

因するものであることは広く知られていますが，

この豪雪を きっかけに，気象庁では大雪の特別

MHJ!ilti:'.行ないました。これまで，北陸地方の降
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加 藤 茂数

古のJ.JJ（凶は， 大陸からのl；吃冷な空気が，日本海

を波ってくる途仁Jr海市から熱と水分の補給を受

けて不交7ととなり ，こ の空気が 1 11~11 1 系にあた

って上井し，断熱冷却jによ って起こる ものと さ

れてきま した。

:r!H1:t幾観測によりますと， ガ）海j、Hのi1!12ookm 

あたりからすでに2：は発生 し，日本海の1J r ；＂~j）で

はーHLiにw乱雲の峰がそびえ，古が発生してい

ることが確かめられました。そう しますと 山!J!l

を強制上昇した空気から雪が｜年ると考えるより

も，対流現象によって起こるとみたほうがよさ

そうになってきました。事実，降雪の強かったと

ころは，500mb而，すなわち約5500メートルの

高さのところの空気の温度は－42°C とめずら

しく低しひじように不安定で対流が起こりや

すくなっていました。その後の調べでは－35°

Cになると大雪の危険が{ijはじめ， -40°C以

下になると啓戒を要することがわかりました。

昨年 2月15-16日太平洋側の大雪

ll'1 '43 i.f~ 1月末か ら2JJ J二1irJにかけて， 38.1宋

’J当H年とま ったく 同じよ うな矢口氏状態となりま

した。たとえば，北半球の気圧偏差の分:11iは｜昭

和37年4月以降と42年 4)J後の経過がひじよう

によく似ていました。）＜（象庁の長WJ予報でも42

年12JJにすでにこの点にrl:llして， ITJの本に
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は大雪があるだろうと瞥告 しました。幸か不幸

かこの予想が適＇－ I＇し，ふたたび大災害を起こし

てしまいました。

太平洋側の大雪は日本の南海上を通る低気圧

によって降るものであります。昨年の 2月15～

16日，九州から関東地方にかけて大雪が降り，

多く の地方で暴風雪与す長が発せられました。太

平洋側で暴風雪む報がu：るのはめずらしいこと

であります。この大雪によって，関東以西で死

者 ・行方不明20人， 負傷汗33名の人的被害があ

り，また交通の被害も大きし国鉄で 9線区，

私鉄では 2 社55 ~~~1玄の列車の運行に大きな乱れ

が出 ました。新幹線もーII！／運転中Jf：となりまし

た。さらに， 国道では約 8300キロにわたって

自動車の運行が不能となり，道路交通確保のた

め，夜を徹して除雪作業が行なわれました。

農業：関係では暴風雪によるビニールハウスの

倒壊が多く，また果樹の損傷も少なくありませ

んでした。電力関係てFは九州、｜・中国・四IT'lおよ

o・ 30" 60" 90" 

60° 

び伊豆半島でほぼ全域にわたって停電事故が起

こり，その数は 180万戸に上りました。電話回i

総ケーブルも浸水して， 3万 9000回線が不通e

となり，昭和27年電電公社発足以来の事故とな

りました。郵便関係では普通郵便が 830万通，

小包が 5万個遅配となりました。

この大雪で東京では23cm積もり，第6f立の記

録となりました。第 1位は終戦の年の昭和20年

2月22日の38Cm，第2｛立は 2.26事件当時の11

年2月23日の36CID，第3位は26年2月15日の33,

cmで，このとき始めて東京地方に暴風雪警報が

発せられました。気象庁の＇（ 1¥ltil!llで、は東京で2ocm】

以上の杭雪は 7回ありま すが，そのうち 6回は

2月に起こり， 1月には 1回しかありません。

大雪対策

昭和43年は 1月末から 2月上旬にかけての目、

本海側の大雪， 2月15～16日の太平洋側の大雪

で大被害が出ましたので，同会や中央防災会議

180・ 150・ 120・ 90•· 60" 

側、

60 .. 

40・ 

90・ 60・ 30・ o・ 30・ 60・ 90" 120・ 150" 180" 150' 120・ 90・ 60"

車位風の方向とその何数を観点lj全回数IC:対する百分率て示す

一一25°＆’から40?6までー－ 40%から60%まてー－ 6QCちから80句まてー 80?6以上 一→ 回数が不確か

1月の卓越風向きとその回数（Rubinstein)
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で取り上げられ，その対策会議が述日のように

聞かれました。すでに述べましたよ うに，気象

庁では12月20日発表の 3か月予想で，気象の経

過が 37年によく似ており，思くすれば38.1豪

雪ほどの大雪が懸念され，そのj切円はそれより

も半か月か 1か月おくれるだろうと発表 して笹

告しました。

たしか2月6日のことと思いますが，衆議院

の議長宝で大雪対策議員懇談会がありました。

席上，降雪の見通しを質問されまして，

「北陸の雪は峠を起え，もう大雪の降る心配

はございません。も しこのつぎに雪害が起こる

としますと，それは太平洋側で今月の15日ころ

でしょう」

と答えておきました。これは後JLGでわかりま

すように，あらかじめ長期予報の予報官とよく

打合わせをしじゅ うぶんな理由はありました。

そのあと，Wifif.:Jの稲葉先生から，

「気象事業の予算を前額すると，それだけの

効米ーは得られますか」

と質lllJがありました。

「わたくしはちi在の気象界は明治維新のよう

に感じています。」

「これまでの天気予報は地上の天気図を詳し、

て？.；；j試圧や低気圧あるいは前線を追跡 して，勘

によって出してきました。今では気象衛星で地

球全表而の主を照影しています。雲だけではあ

りません。空気や海水などの温度も観測できま

すし，水蒸気の分布までわかるようになりま し

た。気象 レーダーでは刻々に雲や雨の状態を詳

細に知ることができるようになりました。ラジ

オゾンデ ・レーウィンさらにはロケットによる

言＇jl＼＂）観測も発注し，多数の観測結果も得られる

ようになりました。そして気象学の理論は急速

に進歩して，高性能の電子計算機によって客観

的な天気予報が出せるようになってきま した。

とは申しましでも，まだ発展の途上にあるだけ

で，十分な成果が得られるには至っておりませ

ん。気象の開発と災害の防止のため，なおいっ

そうのご）~カをお願いし、たします。」
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わたく しは2月14日から現業当番につきま し

た。東京は1月以来，雨らしい雨はほとんどな

く乾き切っていました。天気予報の価値は，天

候の変わり目を的確にとらえてこそ，倍加され

るものであります。華南や撃中から出てくる低

気圧は例年ですと本州に近づいて通るのですが，

昨年の 1月から 2月の前半にかけては，ことご

とく日本のはるか南の海上を通ってしまいまし

た。「司会でも説明したように， 2月10日ころか

ら北半球の大規棋な気象状態がしだいに変わっ

てきました。 したがって，低気圧の本州への接

近も期待されるようになってきました。わたく

しとしてはおそらく最後の予報の務めをり っぱ

に来たしたいという気持ちもありました。

14日に華南に低気圧の発生の兆が見え，検討

に検討を重ねた結＊，地方へも指示報を出して，

なるべく悪臼の予報を出すことにしました。は

たせるかな，天＇：＞＜（図からもおわかりになります

ように〈別図参照〉， この低気圧は一夜にして

980mbと台風なみの強さに発達して九州に接

近してきました。関係方面へは情報を流し，耽

報の準備をして万全の対策を立てました。わた

くしとしては会心の予報ができたと満足してお

りました。ところが翌17日に某週刊雑誌の記者

が来て，

「大雪のため鎌倉の病人を病院に運ぶことが

できなかった。気象庁の予報がまちがっていた

のではないか。暫F報がおくれたのではないか」

と詰めよられました。まことに唖然としました。

いくら早くから，いくらよい予報や警報を出し

ても，ラジオやテレビを聞いたり，見たりしな

い人にはとどきません。困ったものだと荊感 し

ましfこ。

冬の季節風

冬の季節風もまことにこわい。ことに発達し

た低気圧のあとの西風は強〈， しかも吹続l時聞

が長いので漁船や冬山の遭難が多い。だいぶ古

い話ですが，大正12年12月7日の午後 111寺，銚

子港を出た和歌山県のまぐろ漁船良栄丸が，主主

烈な西風に漂流して，11か月後パンクーパー沖

予防時報ー23



のフ ロアタリで発見されま し

た。釆組員13名はミイラと白

骨に変わり果てていたと，シ

アトルニュースは報じま し

た。漁船に残されていた日誌

によりますと， 3月6日に食

べ物は全部なくなり，それか

らはf！ょや烏をとって食べ物に

し， 5月211までは 2人が生

存していたことがわかりまし

た。 しかし， lllJもなく 2人も

死亡したのでしょう。このよ

うな悲劇はともかく， 漁船の

j世史ftは句作おびただしいもの

がありま す。いつか天気予報

の世論淵在を行ないましたと

ころ，三lhむの一 七射から，

「 f ど もが兄~； げんかを し

ていても，ラジオの気象通報

が始ま ると，すぐにやめてし

まいますJ

と投苫がありました。それく

らい漁民にとって株風はおそ

ろしいのであります。

11'1二年の冬~，北方海域における漁船の海維防

止のために，全日本海員組合の海技部長の斉藤

吉平さんが，関係機関に奔走され，その効果が

あがって，例年の数分の 1の損害ですみました。

注意さえすれば災害はたしかに軽減することが

できるものであります。

寒冬と暖冬

冬の特徴の一つは気温の異変で，来冬の年も

あり暖冬のこと もあります。 昭和20年，38年お

よび昨43~fなどは寒冬であ りました。 例の豪雪

のあった昭和38年の冬はヨーロッパやアメリカ

でも異常低制となりました。アメリカやスウ ェ

ーデンなどで凍死者が出たり，南フランスやイ

タリアで大雪が降ったりし，お嬢さんのブーツ

がヨーロ ッパで流行し始めたのもこの年でし

た。一方，この年の冬はソ速や北太平洋の北部

2牛ー予防時報

昭 和 43年2月 15日15時の天気図

では具常南極となりました。
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昭和23年 1月は終戦の20年の寒冬とはうって

変わって，わが国は暖冬となりました。寒さは

しのぎやすかったものの，海苔や麦は不作，寒

天や高野豆腐など低温産業は不振，スキー，ス

ケー トのプレーヤーや放館業者は失望させ られ

ましfこ。

冬の気象を支配するもの

以上いろいろと冬の異常気象現象について述

べま したが，近ごろの気象学では，それぞれの

現象が独立に起こっているものとは解釈してお

りません。

半球上の広範囲な気象状態を調べるのに，よ

く500mb面の平均天気図を用います。 500mb

面は地表而気圧の 1OlOmbに比べて約半分で

およそ 5500メー トルの高度になります。おも
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な気象現象が起こっているのは対流閣の中で，

その高さは平均して 12回くらいですから， 500

mb I訂は対流閤のj享さの中ほどということにも

なります。さらに気象学で重要なことは，専門

語でいう非発散高度である ことです。低気圧や

気圧の谷の下層では空気の流れが収束して上昇

し上空では発散しています。反対に高気圧の中

で‘は，上空で収束して下層で発散 します。そう

しますとその途中の適当な高さで，収束も発散

もしないところがあるはずで，この高さを非発

散高度と呼びます。中立の高さということにな

ります。 したがってこの高さの気象の変化は対

流圏全体の気象の状態をよく表わ していること

になり， しかも気象の理論的取扱いがひじよう

に簡単になりますので重要視されているのであ

ります。最近の研究によりますと，この辺にポ

テンシアル ・エネルギーの集中があり，このエ

ネルギーが運動エネルギーに変

化して，低気圧やジェット ・ス

トリ ームを発達させている こと

がわかってきました。

毎日毎日の天気図ではあまり

複雑になっていますので，大勢

がつかめません。大規模な気象

状態を知るには，空間的あるい

は時間的に平均して作った平均

天気図を用いており，小さ な乱

れは雑音 （ノイズ〉と して取り

除いてしまいます。

別図は昭和 38年 1月の平均

500mb高度図であり ます。北極

を中心として 3波数の波動が存

在し，高度の低いところすなわ刊

ち気圧の谷は，日本付近，アメ

リカおよびヨーロッパの西部と

なっています。この谷の西側で

は北西の冷たい風が南下し，東

側では南西の｜唆い風が北上して

います。そして波動の振幅すな

わち喰い込みが大きいほど風は

強く気温の変化は大きいのであ

76号 （1969.1. 1) 

ります。この図 1枚だけではわかりませんが，

過去の毎年のものと比較しますと，38年 1月は

振幅がひじように大きいのであります。このと

きの北太平洋の地表の気圧はきわめて低く，統

計的にみますと何万年に 1回しか起こらないほ

どの低さでした。海面の気圧が低くなります

と，海水が四方から集まってきます。低緯度地

方の海水が北上しますと，角運動量が小さくな

りますので，地球の回転の速さが増します。実

際にそのような事実が観測されました。また，

函館付近の低地では海面の上昇によって，下水

が逆流してきました。気圧の変化は気象のほか

にもいろいろな現象を起こします。

このように波長が 1万キ ロにも及ぶひじよう

に長い波を超長波といいます。ふつうの高低気

圧を伴う波は短波と呼びます。超長波は単に波

北半球 500皿 bの高度の平均天気図
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長がJ'i'..なるだけではなく ，本質的に相違してお

り，超長波の移動速度は遅く ，言いかえますと

持続性が強いのであります。西の方へ動くこと

さえあります。長波の位置や形が変わらない限

り当然日本の気象状態も持続することになりま

す。よく天候には年によってn,t［れくせがあると

か，雨くせがあるとかいうのは，長波の場が気

象を大きく支配していること をな味していま

す。 38年 1月は日本は深い長波の気圧の谷には

いっていましたから，上空で強い北西の風が吹

き，そのう ちでも －40°C以下の温度に下がっ

たと き，対流現象が激しくな って豪雪が降っ た

わけであります。昨年の 1月もよく似た経過を

たどりました。も しこ のような民波の谷が何か

の原因で西の方にかたよっていますと， 日本の

冬の傾向は一変して，暖冬型で日本海側の降雪

は少なし太平洋側の降水は多くなります。日

本の東方洋上を通る低気圧の位置も平年とは変

わりますから，パイロット ・チャートに示され

ている航路は必ずしも経済的とは言えません。

長波の波数がどうして変わるか，その位置が

年により，また日時によってどのように変化す

るかということが，天気予報の鍵ということに

なります。残念ながらまだよくわかっておりま

せん。アメリカのナマイアス博士はその原因を

海洋の影響によるものとしています。38主f'.1月

は北太平洋の真中では海水の表面温度が平年に

比べて十数度も高く， 日本海では 2～3°C低か

ったことを指摘しています。しかしまだそれだ

けでは十分でありません。

国ー・ブックガイ ド

実地指導の経験による

農業気象学

木村耕三著

「冷害と気象」
（総合図 ~T-出版）

本『！？のどiEは，現イヒ気象庁地震

課長として活組しているが，数年

前までは旭川地方気象台長として

北海道の殻倉地併といわれる上川

地方で民業気象業務に取り組んで

いた。そして，同地方民家の長期

予線に対する要望のいかに強いか

を知り，その研究に打ちこむとと

もに，その実地指導にも当たって

きた。木山は，そのころの著者の

研究を経とし，災地指導の経験を

砕として古かれたものである。

26一予防略報

昨43年11月26日～12月4日に気象庁で国際数

値予報シンポジュームが開催されました。気象

学の最近の発達はまことに目ざましいものがあ

ります。ことに高性能の電子計算機を駆使して，

大気大循環の研究をしており，着々と成果をお

さめております。近い将米に気象現象とそれら

の聞の関述が解明され，天気予報の適中率も急

速に上がり ，防災に役立つことでしょう。その

日の一日も早くくることを心待ちにしていま

す。

内容は 7I;i.に分かれ，第 1章は

序論として段業気象技術に対する

著者の考えをのべたもので，農業

に対する気候の支配は大きいが，

それは地理的 ・地形的 ・土壌的条

件で差異が大きいから，総合的な

判断こそたいせつだと強調する。

第2￥は過去における気候の変

動とこれに対して段業はどう対処

してきfこかとし、う こと，とくに干ヰ

学的資料の多くなった近世につい

て詳しい。第3～4章は気象学の

補遺と題し， 気象学から見れば当

然なためにかえって説明が欠けて

いる問題，篤炭家が自らの長い経

験で得た知識などについての説明

が取り上げられている。たとえば，

稲の茎の温度はガラス棒としての

温度計の混度とは違うという説明

など。第 5:1まは伎作物についての

微気象学である。第6主主では普通

に知られている冷害対策法が取り

（筆者 ：気象協会〉

上げてあるが，著者のいわんとす

るところは， 1つの対策を実施す

るにも，それぞれのばあいで別の

条件の作mがあるから，総合的な

観点を忘れるなということである。

:llH炎の￥は，将来の＇＜＼ jl民は不明

だがどうやら気温下降:l¥Jlにはいり

そうだ。今までは大局的には気温

上昇期だったから，その聞におこ

なわれた1企業気象技術ではいけな

いのではないか。それにはも っと，

天の利 ・地の利を三考えた総合的な

対策こそ長もたいせつである，と

主張する。

なお，著者は現場技術者であっ

て，学問的の分析もさることなが

ら，経験的 ・総合的な判断にも長

じているためか，読んでいて多少，

論理の飛躍を感じさせるところも

あることを付言したい。 (B 6判

294ページ 690円〉

《気象協会理事長鯉沼寛－））
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消防の将来

Fire Engineering誌から 一一一

Copyrighted 1967 by the Reuben H. Donnelley Corporation. 

Reprinted by special permission from the September 1967 

issue of FIRE ENGINEERING. 

将 来を見 ょう

〈巻 頭 言〉

「来年のことを言うと鬼が笑う」そうですが

1970年代は消防業務の大変革が予想される年で

す。しかも，この大変革に対して，います ぐに

対策を訂l直｜しなければならないほど， 1970年は

さしせま った年です。

わたくしたちは，消防業務が長い間進歩せず

特滞しているのではないかと危ぐしています。

あるいは，同じレベルをとぼとぼ歩いている状

態，すなわち前には進むが，さらに高いレベル

に達するためにはギヤを入れ変えなければなら

ない状態にあると感じております。

もちろん，消防は，すべての戦闘組織と同じ

ように伝統をもっており ，しかもその伝統は必

一ずしも悪いものではありません。 しかし，伝統

は二つの側面をもっています。ひとつの側面に

おいては，伝統は士気をつくりあげ，チームを

強固に します。

しかし， もうひとつの側面においては，あら

ゆる改革をきらうものです。たと えば，新しい

装置は必ずといってよいほど敬遠され，しばし

ば排斥されます。よそで採用し実績ができるま

で待と うという傾向があります。また， 新しい
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装置を購入したあとでさえも，これを使わずに

放置して，手なれた古い公iti：をよりうまく使お

うと努力することがしばしばあります。

伝統はまた，新任の消防士が消防署にはいっ

てきたとき，その頭を古い方｜句に向けようとさ

えします。新入省は，長いあいだ，新米として

とり扱われます。そして，この新入者自身，つ

ぎの新米がはいってくると，この新米に対して

同じようなとり扱いをします。

しかし， 1970il三代の新入者は，過去の新入者

とはちがうでしょう。新世代の消防士は，衣食

住にめぐまれたな、とった猫’です。教育程度

も，以前の消防士にくらべて高いでしょう。

このよ うな人たちを消防士になるように説得

することは，きわめて困難な仕事となるでしょ

う。実際に，多くの消防署が新人の採用に苦労

しております。状況はすでに重大化しており，

将来はさらに困難なことになるでしょう。

ようやく獲得した新しい志願者も，高給の職

場に通勤する、ふとった猫タです。毎週土曜日

には，車庫で訓練をうけるよりも，むしろゴル

フに行きたがる人たちです。

また，新世代の消防士が核，エレクトロニク

ス，コンビューターの時代に育った世代である

ことを念頭におく必要があり ます。

新しい消防士は，消防用の機器が20年も，い

や40年も前と同じなのはなせ’か，また過去20年

間の知識 ・技術の長足の進歩をなぜ消防は活用
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しないのか，不審に思うことでしょう。

しかしながら，消防界もけっしてこうした事

態を見すごしてきたわけではありません。以下

に掲載する消防指導者の未来への挑戦こそ，変

革の年代に対応する消防界の希望といえましょ

つ。

1970年は挑戦の年

〈シンポジウム前文〉

1970年代は，技術と社会体制の分野の爆発的

拡大の年代になることでしょう。現在予見され

る科学の進歩と社会思想、の変革がもたらす連鎖

反応は，今後10年間の抗しがたい現実を，わた

くしたちにまざまざと見せつけることでしょう。

消防は，拡大する技術の驚異を活用し，その

将~その発展に例n え る用意があるでしょうか？

社会的変革 ・技術的変革に適応するためにはな

にをなすべきか？ 通信の装備や方法を発展さ

せることによって，消防はどのような利点を得

ることができるでしょうか？

これらは，消防が答えなければならない問題

です。 しかも，この解答は1970年代に出さなけ

ればなりません。 1970年代は，消防の将来にと

って決定的な年になるからです。

そして消防は，どういう答えを出すように努

力すればよいのか？ この答えを見出すために

シカゴ ・シンポジウムが聞かれたのです。

* 1た 1た

このシンポジウムの全般的な所感として，わ

たくしたちが消防の諸問題を明確にし，現在の

傾向を長期的に見通し，次の世ー代の変化を具体

的に頭に描くことができれば， 1970年代の挑戦

の年に，よりよく対処できるであろう，という

ことを感じました。

参加者は，月曜日の朝 9時に会議のテープル

につき，昼食と夕食のためにわずかな休けい時

間をさいただけで，夜9時まで会議をつづけま

28一予肪騎毅

した。参加者各人は，消防の現在およ び将来の

各積の問題について論文を提出し， 3ないし 4

名からなる各グループがマンパワーの利用，ネ士

会的 ・技術的変革の特定の分野の問題，通信の

発達などについて意見を発表しました。

シンポジウム参加者のほとんどすべての人は

Wingspread 会議に出席した人びとです。

会議参加者は， 翌火曜日 911~＇には会議の府に

つき，。~J 日提起された諸問題について，熱心な

全体討議をおこないました。意見が戦わされ，

つぎつぎに新しい事実が指摘され，将来が深く

掘りさげられました。

1970年代の消防士は，どういう性格の持

ち主であろうか？ また，どういう装備を

要求するだろうか？

1970年代の消防においては， 人聞がいか

なる役わりを演じるのだろうか？ 新しい

教育技術の利点を生かして， 訓練方法をど

う改善すればよいのか？

1970年代の消防は，社会投資の費用効果

の面で，どういう影響を受けるだろうか ？

将来の消防業務の基準は，たれが，どうj

作成すればよいのだろうか？

Fire Engi且eeringシカゴシンポジウム特集号の表紙

76号 (1969.1.1)



小規模な消防組織は，人員と経済上の圧

迫にたえることができるであろうか？

以上が，細部にわたって検討された問題で、す。

1980年代 の消防機材

H. W. EMMONS 

筆者のハワード ・エモンズ博士は，ハーバード大学

ιの教授で， Academyof ScienceのFireResearch 

・Committeeの委員長である。 昭和41年9月に来日し

て，東京消防庁，淀橋消防署，建築研究所，消防研究

所などを訪問 ・見学して歩かれた。

本文は，前出のシンポジウム特集の FireEngine” 

.ering誌に掲載された論文の抄訳である。（編集部）

未来を予言することは，つねに冒険と興味に

富む仕事です。この一文は，わた くしなりに自

分のもっている火災と消火技術の知識を土台に

して，将来の消火装置 ・器具がどのように変容

；していくか，予言 しようというものです。もっ

とも， 1980年になったときに，あるいは 「あん

な予言めいた文市1を書くのではなかった」と後

イ毎するかもしれませんが一一・・。

火災報知機

さて，最初に火災報知機について考えましょ

う。現在でも優秀な性能をもった感知器はあり

ますが，さらに感度を高めるためには，時聞が

かかるでしょう。漏度の上昇，放熱，煙や湯気

などの変化を，正確かつ敏速にはあくしたり，

長時間にわたって監視するのには，人間よ りも

,f＿＆器のほうがはるかにすぐれています。

しかも将来の感知器は，人間以上に燃え草の

』種類を判断できるようになりましょう。すなわ

ち，数百種類の複雑な煙の含有物を化学的に識

引ljできる性能をもつほど発達するでしょう。

将来の建築物には，現在よりも不燃性建材が

一多く使われ，材料検査もきび しいものとなるで

しょう。 しかし同時に，新しい消火の困難な物

質も碕類 ・量ともにふえることで しょう。感知

器は，これらの物質ーから出る煙を分析して，火

76号 (1969.1.1)

（吋して 日reEng…誌にはシンポ

ジウムーおよーが賦されて）

いますが，本誌では省略させていただきます。

東京消防庁を訪れ総1£ら幹郊と面談するエモンズ博士

の手が!fi＜回るとか，ひどく有害なガスを発生

するとか知らせてくれるようになります。

さらに，将来の感知山のM:大の特長は，価格

が安くなって，たやす く入手できるよう になる

ので，ひじ ように将及することです。，屯話機，

電灯のソケッ ト，コンセントなどにjl¥'jlilにはめ

こんだり，建物内の’，［！：総には 3mおき くらいに

取り付けられるようになります。

防災センター

そして，これらの感知却にはそれぞれ符号が

つけられ，火災が発生すると，ただちに家人や

報知機にその位置を知らせると同時に，それぞ

れの市やn1rにある防災センターに通報します。

防災センターにはコ ンピューターが設置されて

おり，電子副脳の記憶にもとづいて出火家屋の

所帖消防署に連絡します。さらに，コンビュー

ターは，ファイルの中から出火家屋と付ー近の図

面を取り出しコピーして，通報してきた感知器

の位自に赤い大きな×下［Jを打ちます。

出動する消防自動車は，この図面を持って消

火にかけつけるわけです。すなわち，消防隊は

現場に到着するT'iiiにII＼火点を正般に矢IIり， iJ＼火

家屋と周辺の状況や消火位なと”の位置を検討し

て，最良の消防戦術を決定できます。

山政jの途中で火災が拡大したばあいで も，感
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知器がつぎつぎに反応してコンビューターに通

報し，司令車や主要な消防自動車のテレピに図

面で指示が出されます。

消防自動車の火災現場への出動も，コンビュ

ーターの制御のもとにおこなわれるようになる

でしょう。従来の古い方法ですと，消防自動車

が進行するにつれて，運転者がラジオで交通信

号をつぎつぎに緑色に変えていったものです。

将来の新しい方式では，防災センターのコン

ビューターが消防署から火災現場までの最短で

しかも最良の道路を選び出してくれます。

同時に，一般の自動車を信号で誘導して，出

動の障害にならないようにしてくれます。消防

自動車は，超スピードで現場に直行できるわけ

です。

しかも，出動するすべての消防自動車の動き

が，刻々とコンビューターに記録されていきま

すから，信号の点滅に混乱が生じませんし，司

令寧は他の出動消防車の状況を的確にはあくで

きるのです。

スプ リンク ラ ー

スプリンクラーは，現在よりももっともっと

普及し，事故の発生も少なくなりましょう。熱

に感応する方式のスプリンクラーは，現在より

もすぐれた感知装置が開発されるでしょう。改

良されたスプリンクラーは，感応速度もはやく

なり，火災を鎮圧できるだけのヘッドから水を

吹き出します。

さらに，鎮火しますと，散水も自動的に中止

するようなシステムが十采用されます。このよう

な方式のものは現在でもありますが，将来はよ

りいっそう改良され，ー般化するでしょう。ス

プリンクラーによる水損被害も， 19801'!二にはす

っかり影をひそめるでしょう。

また，建物の換気装置も完全に自動化され，

火災のばあいの避難が安全に，しかも順序よく

おこなわれるように作動します。そして，防火

区画が普及 ・発達していますので， Iii火した建

物のなかでも火点区画以外の所では，平常どお

りの換気 ・通風がつづけられるでしょう。

30一 予防時報

初期消火

火を消 し止めるのには， けっきょく ，短時間

に大量の水をかけるのがいちばんいい方法です口

このことは，いまも将来も変わらないて’しょう

が，一般の人が初期消火に関する知識を現在よ

りいっそう多く，しかも深く体得するよう，ゆ

きとどいた訓練がおこなわれるようになりますC•

同時に，将来は，スプリンクラーの所で述べ

ましたように，水損から財産を守ることが，大

きな命題となるでしょう。もちろん，隣家への

延焼防止は忘れてはならない消防戦術ですが，

ただ水をかけるだけでなく，どんなばあいに，

どんな方法がいちばん適しているか，いろいろ

な角度から研究 ・検討されて，被害を最小限に

くいとめられるようになりましょう。

火災に対するミ攻撃方法タも変わってきまし

ょうが，しかし，いつになっても魔法使いのよ

うなことはできません。消火はやはり，水を使守

うのが基本でしょうが，現在のものよりもっと

すぐれた、あわ消火剤’や，新しい薬品も開発

されるかもしれません。

重要文化財や高価な財産に対しては，火や水

から保護する方法や，水に代わる特殊な消火剤i

が準備されま しょう。また，事前に，あるいは

注水直後に財物の表面に特別な液体をかけて被ー

膜をつくり，過熱 ・余熱や注水による損害をさ

けることができましょう。

消防機材

消防隊の使う各種の機材も，現在のものが格，

段に進歩していることはもちろん，まったく新

しい機材や道具が登場してくるでしょう。

消防土の服装も，いまよりずっと軽くて防水

性にすぐれ，耐熱力の強い材料で作られるよう

になり，消火作業が身軽に疲れずにおこなえる

ことでしょう。呼吸器具も，軽便なものが開発信

されるでしょうし，ガスマスクには無線電話が・

備えられて，消防自動車や指揮者と連絡がとれ

るようになります。また，そのころには，赤外

線やマイクロウェーブを利用した透煙火源探知i

76号 (1969.1.1) 
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From the : 
Publishe内 Desk くに管理レベル層の不足をもたら f 

ーシカ ゴ会議について します。
このシンポジウムで明らかにさ

Our Chicロg。Symp。sium
Fire Engineering Sept. ’67 

編集後記から

1966年2月，アメリカの消防関

係者が Wingspreadに集まり，

消防が現在および将来に直面する

社会的 ・技術的諸問題について会

議を開きました。そして，これら

の点について一般の理解を深める

ために， 「消防の国家的重要性」

に関する声明を作成しました。

この Wingspread会議が明ら

かにした現在および将来の諸問題

の特性を深く掘り下げることを目

的として， 1967年2月，消防界の

指導的人物一一IAF Cの教育者

－指導者および幹部一ーがシカゴ

に集まり，消防技術に関するシン

ポジウムを開催いたしました。

Fire Engineering誌が後援し

たこの会議の目的は，いわゆる水

品の球の中をのぞいて， 1970年代

の消防のピジョンを提案すること

でした。その結果が，この特集と

なったわけですが，消防に関した

文書としては， Wingspread報

告以後に出たもっとも重要なもの

であると確信しております。

アメリカ国内のあらゆる地方，

消防のあらゆる分野を代表する人

びとが会議に参加したわけですが

国際消防連合協会 (IFAI)の

副会長 DonFavreau氏が明らか

にした統計には驚かされました。

Don氏は， 1970年までに人口の

半分は25歳以下になり，1975～6

年には人口の半分が35歳以下にな

ると述べています。これは，おも

な可働年齢層の労働カの不足，と

れた，あとひとつの注目すべき事

実は，現在すでにホワイトカラー

の人口がブルーカラーの人ロを上

まわっているということです。こ

れは有史以来はじめてのことであ

り，このため消防当局は自らの手

で働くことを希望する人聞を集め

ることが，まもなくきわめて困難

になるであろうということです。

もちろん，このことは，将来消

防界に採用されるであろうオート

メーシ ョンやコンピューターの利

用に議題の焦点を合わせることに

なりました。これから，技術革新

が労働事情にいかなる影響を及ぼ

すかとし、う問題に発展します。

消防の将来に関するこのシンポ

ジウムは，これらの問題について

ひじように興味ある討論と結論が

出された，実りの多い成功した会

議でした。
， ．  ，－．．－－．．－・，．．．．，．．．．．．・・.....・・－－・・－－．．．．・・－－．．．．・・－－．．．．．－－・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・......, ...・－－．．－－．．．．・・・・・・・・・－－．．．．・・－－．．－－．．．．・・・・．・－・・・・・－．．．．．．．－．．－－．．－－・・・－．．－ ・・－．．－－・・－－．．．．．．．．

器も実用化しているでしょう。

消防自動車には，これまで述べた各種の新兵

器や改良された消防機材が備えられます。

たとえば，ホースの取り付けは， 1秒以内に

できるようになり，しかもホースの筒先と消防

車は電気装置で連絡されておりますので，現在

のように，筒先から水が出ないときいちいち車

にかけ戻って点検したり，だれか手のあいてい

る人がいないかと探しまわったりする必要もな

くなります。すなわち，筒先から無線で「水が

出ないぞ／／」とどなれば， 車のほうでダイアル

をセ ットして，事態が解決されます。

このダイアルは，ホースの長さ，ノズルの大

きさ などをセット すれば，めんどうな計算をし

ないでも自動的に，必要な給水水圧を得るため

のエンジン回転数を出すようになっております。

自動放水銃も，ずっと進歩 ・普及して，遠隔

操作による消火作業はごくあたりまえのことに

76号 〔1969.1.1) 

なるでしょう。とくに，は しご車に取り付けた

筒先は，テレビ画面による操作ができますし，

人間と機械との共同作業がずっと円滑におこな

えるようになりましょう。

鎮火後の残り火の点検用に，マイクロウェー

プや赤外線を利用した探知器もできるでしょう。

以上，いろいろと述べてきましたが，将来こ

れが全部具体化するとはかぎりません。実現不

可能なものもあるかもしれませんし，膨大な費

用がかかるために実現困難なも のもあるで しょ

う。 しかし，消防にとって必要な最良の機材と

消火方法を見出すために，優秀な学者 ・研究者

の英知を集め，国家的 ・国際的な規模で研究を

推進すれば，そしてそのために必要な方法と手

段が講じられれば，実現できることがらです。

こうしてこそ， 1980年には消防の社会も様相

をまったく一変することでしょう。
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でに66回を数えている。

つぎに， “安全工学講習会”は，火災・ 爆発

．破裂 ・公害 ・環境改善などの安全工学上の主

要問題について， 一流講師を招き，中央のみな

らず，京都，北九州その他全国各地で開催， 15

回におよんでいる。

会誌として， “安全工学”を年4回発行して

いる。創刊は昭和37年4月で，昨年まで27号を

刊行，本年からは年6回を計－画している。

また，各種委員会活動や，官庁 ・企業などか

らの委託調査および研究の活動がある。いま活

動中の委員会は，消防法，高圧ガス取締法に｜刻

する「法規委員会」や 「水銀中毒調査委員会j,

「安全技師資格認定委員会」など。委託調査 ・

研究は，日本原子力研究所からの，約2年にわ

たるミ液体ナトリウム取扱い安全

指針タの編纂を終了したところで，

そのほかのものが進行中である。

昭和40年秋には，団員16名から

なる安全工学欧米調査団を派遣，

欧米各国の工場，研究所，安全関

係中心機関などから，貴重な資料

を多数持ち帰った。その報告苫は，

「欧米の化学’工業における安全工

学の活用J として刊行されている。

視聴覚教育委員会では， 16mm

カラー映画lを製作，すでに「プロパンカ’スの爆

発」 1巻を完成，次作「溶解アセチレン」，「酸

素」などが進行l，，である。

便覧編集委員会は，「安全工学便覧」を本年中

に発行する予定で，現在，鋭意編集中である。

また，昨年12月には， 51'0目安全工学研究発

表会を開催し， 230名という聴識者を集めた。

本年は，秋ごろ 2日間を予定している。

本会の目的および魁旨に賛同する団体または

個人はだれでも入会できる。会貨は年制，＊If：持

会fl（団体〉が 1口50000円，賛助会員（｜寸｜体）

が1口15000円，普通会只が1500円，己主'.'J：会員

が1000円である。

aナt

科学技術の進歩と，それによる近代産業の発

展がもたらした恩恵についてはいうまでもない

が，それとともにもたらされた数々の災害も見

のがすことはできない。それは，なんと多種多

様であり， 数も増加していることか。新製品に，

その製造過程に，原料に，危険は

いたるとこ ろに存在 し，まさに世

界は危険でいっぱいといえる。

このよう な羽在を予見した横浜

国立大手’の北川徹三教授のもとに

は， 学界や業界，あるいは官界か

ら，多くの共鳴者が結集した。そ

して科学技術の進歩には，必ず人

間尊重の哲学を先行させるべきこ

とを諮りあい，各種技術の開発に

は災害予防の00え方を徹底させる

ベきことを主張し，その方法と して，従米の労

務管理的な回だけでなく ，技術的，学問的にM

決をはからなくてはならないことを提唱した。

すなわち， ここに“：／，！：：全工学”とい う二与えメj

が，j延生したのである。そして，ほぼ10年の準官iii

期間を経て， llB和 32{j~ 7月， “安全工学研究

会”が設立された。これが本｜泌会の前身である。

初代会長には， ＊洋高圧工業ー（株〉顧問柴

田勝太郎氏が就任され， 11'1：今年からは， 2代｜｜会

長として，千代田化工k!1~泣く株〉社長玉出19j

普氏を迎えている。

本協会の活動としては，まず， “：ム＇＇.＂£工学研

究会”があるc これは， 会員の知識の1J'1J上に資

するため，毎回，斯SJ/-の権威右2名を，i位印Iiに迎

えて閃1liiするもので，II（｛干1132年から附月 で，

安

全

工

学

協

会

ひろばh

この州は、研究会研究所

（当i)・グルー 7ーなどの防災

泊：Miを初frt-るベー ジで寸。
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真夜中の悪夢、 30名焼死．ノ
写真 C朝日新聞社



270むねを焼〈

10月 12日の昼近く、秋田県大間前の国鉄大館駅前商店街から出火、強

風にあおられてっきeつぎに燃え移り、 270むね、 79,425耐を焼失した。

原因は、呉服商の店員か衰の倉庫前て’タeンボール箱や木片などを焼却

後、踏み消したままで店内の仕事に行ったので、残り：えが鳳にあおら

れ、倉庫前のダンボール箱に飛火したと推定される （写真＠灘売新聞社）



間
月
初
日
、
東
京
都
新
宿
区
歌
舞
伎
町
の
ピ

ル
6
階
の
喫
茶
店
か
ら
出
火
、

6
、
7
階
の

同
店
と

8
階
を
焼
い
た

（写
真
⑥
共
閑
P

）

10月 16臼昼まえ、東京都目黒区上目黒

の住宅台所付近から出火、 12むねを焼

き、焼死者 1名をだした 写真⑥朝日新聞相
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時 の話 題

有馬温泉の火災に思う

－焼死者30名の背景一

ど‘’．、，＇・？ ごろまた有馬温泉地の旅

：先 ：館の火災で30名死亡する

：川山Jという大惨事がおきた。

これに対し，いろいろと取り ざた

されているが，いずれのばあいで

も，大きな事故がおきたところを

みてみると，その建物の構造 ・設

備に不備，欠陥があった，火災の

発生にあたっての処置に適切さの

欠けるところがあった，という2

つの事態が重なっている。どちら

の比重が大きいかは，そのときに

よって異なる。

この現地を視察する機会をえた

ので，知りえた事故拡大の 2' 3 

の点にふれ，ホテル ・旅館の防火

対策の断面を考えてみた。

~ ..、，...；馬温泉のばあい，数回に

：有fわたって増築を重ね， 大

L山内； 規模な旅館になった。 こ

の建設計画は適切であったとはみ

られないし，事故を助長させた課

題をふくんでいる。もっとも大き

な問題点は，天守閣という部分と，

中の丸という部分の耐火造とが並

列し，相接して建ち，この床高が

相違しているうえに，外壁窓はそ

のまま，両棟間に大きなすき間が

あって，外見上は木造の造作によ

って隠されていた部分がある。そ

して，配管部分の床に大きな穴の

あるのが数個所みられた。ここが

火元に近い位置にあった。

つぎに木造部分のサービス ・ル

ームから出火したというが，出火

したとき、適切な初期消火のなさ

れたことは聞かれなかった。従業

員による客の誘導はかなりなされ

たというが，全館に対し，どのよ

うな手が打たれたのか，この点も

わからなかった。ともかく，出火

76号（1969.1.1) 

した場所が耐火造に接続する付近

の木造部分であり， 燃焼拡大には

もつと も条件のよいところであつ

たこ とに異論はなさそうである。

γ”‘．’ 

さ 5bこ考えるかである。これ

L‘，．．，‘，；には，設計，施工，管理，

使用の4つの分野で，それぞれ適

切でなければ，全きを得ない。ま

ず，建築主が防火対策に関心があ

って，安全な機能をもった建物と

するため，設計者にこれを注文す

る。ここに根本がある。客が好む

ように，外観上の豪華さを求め，

安全性を忘れてはならない。計画

性の惑さから中途で設計を変更さ

せたり，あとで設備変更を行なう

と，しばしば構造や設備に安全上

の欠陥をつくりやすい。

設計に当たっては，出火によっ

て拡大危険をはらむサービス部分

と，客室部分とをどのように区画

し，安全を保たせるか。そして，

防火区画と階段との関係を第 1に

考慮し，これに関連して避難施設

をどのようにするかである。つぎ

に，安全の機能を高めることを考

慮する。これには，火災の早期発

見の設備，火災通報と客への暫報

伝達，避難誘導への指令，防火設備

の処理などが有機的に可動となる

ようにする。さらに，電気室をボイ

ラ一室などとは完全区画と し， 電

気配線の系統を分けて安全性を考

え，非常電波、設備を設けるなど，こ

れらを設計要項と してあげられる。

f・Hつ計がいかほどよくても，

i設 ；施工時に手抜き工事など

眠 されてはなんにもならな

い。完全な施工はたいせつである。

ことに床や壁などに配管した後の

焼けた 「池之紡満月城」。手前の耐火造5
階建てが一部焼損，そのう しろの木造2

階建て4棟が焼け落ちた（写真。共同P)

埋め戻しをしていなかったため，

災を大きく した例は多い。施工時

の監督貨を計上し，監管を厳にす

るのが政良の方法である。

管JlJ!は建物や設備を生かすため

に欠くことができない。これによ

って耐久性が保たれるならば，経

済的にも有利になる。そして，火

災の発生に当たって，適切な処置

をなしうるための設計上の配慮も

重要である。

従業員にあっては，火器その他

の設備の無思慮な使用，宿泊者の

1A＼思慮な行動は，みな事政発生に

つながるのであるから，これに対

する規制あるいはアピールが適切

でなければならない。

以上，いろいろならべたが，旅

館という用途から，第三者ではう

かがえない問題もあるはず。これ

は当事者がよく知るところである。

ともかく ，人命安全の絶対性を

JI反の底にしっかりと根を植えつけ

ることである。 〈東生〉

予防時報－37



まえがき

アメリカのボストンから，車で20分も行くと，

ニューイングランドの典型的な田園風景がひ ら

けてくる。このあたりは，現代アメリカの機械

文明の進歩とはいささ

か趣をことに した，な

地震’にそなえて避難の方策を考えていても，い

ざグラグラ！ とくると，すっかり忘れて，あ

わてふためく心理と共通している。

そこで，それならいっそのこと，スキッドの

状態を人工的に起こして，運転者にスキッドと

はこういうものだ，ということを体験させ，司II

練によってスキッドか

らの脱出を教えるのが

にか田舎じみた感じが

まだ残っている。まも

なく，雑木林のみいだ

には，なんの変哲もな

い，一見，工場のような

建物があらわれる。こ

れが， リパティ相互保

険会社のスキ ッド訓練

学校（TheSkid Control 

スキッド

あらかると

最善の方策だというこ

とで， このスキ y ド司ii

練学校なるものが開設

されたわけである。

現在，ここでは主と

して教習所の指導員，

パト ロールの警官，さ

らにこの保険会社と保

険契約している一般ド

車をすべらせたら、もはや

神に祈るほかに道はない。

（ピエロ・ タノレ7ィ）

School〕である。

この会社は従来から

安全教育に大きな関心

をもっており，ことに

最近故人とな ったクラ

ンデール氏の功績は見

のがすことができない。

ライパーを対象として

学校が聞かれている。

授業は，講義と実施

とにわかれている。実

施は水がじゅうぶんに

まかれた，ちょうど学

校のグラウンドくらい

ご承知のように，スリ

ァフ1まfこはスキッド

というものにたいして

小林実 の広さのスキッドパン

(Skid pan）に，特別な

は，砧極的な防御対策はないといってよい。も

ちろん，雨でぬれた路而，高速，急プレーキと

いったものが組み合わさると，スリップが起こ

りやすくなり，事故の確率も高くなるから，そ

うした状態をざけるようにということはできる。

しかし，一度スキッ ドにはいった車を事故から

防ぐ対策となると，そうとうな運転経験をもつ

ひとでも，さあ，と頭をひねってしまう。

これは，ほんとうの立l床でのスキッドを，実

際に体験したひとが少ないことにも関連してい

る。たとえ頭の中に，スリップした時には，か

くかくしかじか，と知識として党えこんでいて

も，いざ実際にそういう状態になると，それが

100 %有効に働いてはくれない。ちょ うど，大

38－予防践報

装備のほどこされた乗

用車を，時速50回程度で釆り入れ，同乗の教官

が補助プレーキで所定の車輸をロックさせ，ス

キッドを人工的に発生させるものである。この

ばあい，タイヤはスキッドの起こりやすいよう

にトレッドのない丸坊主タイヤを使っている。

見学者たちは，実験車の中の会話をスピーカー

を通じて聞くことができるようになっている。

さて，路上を走行している車をコントロール

する要素には何があるだろうか。道路の表面，

道路構造，温度，車のサスペンション，重量分

布，重心，タイヤ，そして運転者の技能があり，

これらが互いに関連しあっている。どのくらい

ずつ関連しあっているかを計算することは容易

なことではないが，ひじように大きな部分に貢

76号 (1969.1. 1) 



' pー値目曲幽E 止しているばあい最大であ り，以

下回転・しているばあい，車輸がロ

ック したばあいにもっとも少ない。

この路面とタイヤとのマサツは，

路面状況によってかわり，路I百の

氷や水は，このマサツカを大幅に

減少させる。また，高速になれば

なるほど，タイヤと路面とのマサ

ツは減少する。

プリジストンタイヤ（株）のスリップ実車試験場。すべりやすく設計

された路面に散水して，危険な状態をつくりだす （写真＝同社提供〉

さて，前おきが長くなったが，

このスキッド訓練学校で教える基

本的な六つのスキッドをご紹介し
L一一

献しているも のは3 タイヤであることには疑い

の余地はない。つまり， 車体と路面とは，タイ

ヤで接しあっているので，車の起こす動作とい

うものは，すべてタイヤを伝わって生ずるとい

ってよい。 このタイヤと路面とのグ リップ，す

なわちマサツが車を止め，発進させ，またコー

ナリングをさせる。通？；？の運転条件では，二種

主fiJコマサツ一一一的止マサツと， ころがりマサツ

ーーがあるが，スリップが起きると，第三のマ

サツ，すべりマサツが介入する。

とまっている車輪と路面とは，すべっている

車輪と路面とより，大きなマサツがあることは

おわかりだろうと思う。たとえば，凍結してい

る坂にとまっている車を考えてみよう。プレー

ヰがロックしているので，車輸は回転 しない。

4人がかりで押されると，これは，そのまま坂

の下のほうへすべり おり る。このように，押さ

れないかぎり静止マサツが坂をすべりおりるの

を防いでいる。この静止マサツに打ち勝つゴJで

押せば，すべり 出す，ということになる。

さらに，このとまっている車に運転者がのり，

経くプレーキをふんでいるばあいを想定 しよう。

このばあい，四人位で押されると，車輪はころ

がりマサツによっ て降り始める。四人の人聞が

:jljlすのをやめると，車も停止する。 これは，す

べっている車輪より，こ ろがっている車輪と路

而とのほうがマサツが大きいことを意味する。

スリップにはいったさいに，急ブレーキを踏む

なという意味は、つま るとこ ろ，このマサツカ

と関係している。つまり ，マサツカは，車輸が静

76号 (1969.1. 1) 

ょう。

( 1 ) 前輪ブレーキスキッド

このスキッドは，バランスのとれていないプ

レーキで起こる。前輪ブレーキの調整不良のば

あいがそれであって，ブレーキを強くふむと，

I流愉がロックする。車がスキッドしはじめると，e

ハンドルがいうことをきかなくなり，いくらハ

ンドルを きっても，車は直進してしま う。

このばあい，コーナリ ングカは前輪に発生す一

る余地はなく，同時に回転する後輸は，ちょう

どl［，｛り かじとおなじ｛動きをして，エ｜王をまっ すぐ

に進める役目をする。路上に障害物を発見 し，

，台、ブレーキをふんだばあい，よ けようと した物4

にI•~i Jかつてスキッド していく。

この種のスキッドにたい しては，まずブレー

キから，足をはなしてタイヤがころがりマサ、y

を仰るようにする。こうすると，方向性が得ら

れるので，も し後輸がスキッドし始めたら，ス

キッ ドしている方向へ，ハンドルを切るように

する。 このばあい，プレーキの正しい調設が，

以大の防御策であることはいうまでもない。

(2) 後輪プレーキスキッド

このスキット’では，車は180。回転し うしろ向

きに進む。なぜなら，すべっている後輸が，ど

んな方向へも自由にすべり得るからである。車

がすこし回転しはじめると，後輪は側ブjへすべ

予防時報 －39



4:?出し，スピンにはいる。

この種のスキ ッドの最大の原因は，やはり調

整不良のプレーキにある。これが，前輪よりも

後輸が早く，かっ強く，プレーキを与えること

』こなる。

このスキッドが起こったばあい，プレーキか

ら足をはなし，スキッド方向へハンドルをもっ

てい くのは，（1）のばあいとおなじである。この

.counter steeringは，補正動作として，もっと

も有効なものである。これを正しくおこなうと，

図3のように四輪全部が，スキッドをはじめる

もので，どの方向へ行くかを予測できない。

これは， 後輪もグリップを失うのをのぞいて

は，前輪プレーキスキッドに似ている。つまり，

後輸はこのばあい， Z与を まっすぐ進ませる“と

りか じ” の役目を しないため，方向性が一定 し

ないわけである。

この種のスキッドにはいったら，まずプレー

キから足をはなし，タイヤがころがりマサツを

得るようにこころみるのだが，この動作には，

図1 前輪ブレーキスキッド 図2 後輪プレーキスキッド 図3 四輪プレーキスキッド 図4 パワースキッド（1)

目
圃図の中の車輪が黒く塗つであるものは，車輪ロック状態のもの。白いものは回転している状態を示す。

ある程度まで，車をうまくコントロールするこ

とができるが，迅速さと，正確さが，このさい

必要なことはいうまでもない。

さらに， F帰らざるtfiんならぬ， pointof no 

zreturnという ｜臨界角度がある。つまり，スピン

にはいって 15～25°の角度以内にコ ントロール

できないと，スピンは｜妨ぎ得ない。この counter

,steeringとい うのは，そうとう高度な技術であ

り，熟練を要する。だいたい，スキッドしてい

く方向へハンドルを切るという動作は，統！験の

少ない初心者には抵抗を感じる動作であろう。

もしハンドルを切るま功グI＇ができないばあいには，

ハンドルをむやみに切るよりは， 1Jif方へI［しし

しっかり保つほうが賢明である。

( 3) 四輪ブレーキスキッド

これは、も っともふつうのタ イヤのスキッド

であり，ブレーキが正しく；~＇tl然されていても起

こり得る。これは急プレーキをかけたばあいに

40一 予防勝報

かなりの熟練を要する。つまり車が激しいスキ

ッドにはいると，ごく自然に人聞はプレーキを

強くふみたがるからである。

(4〕 パワースキッド

このタイプのスキッドは，その路面状況より

も，よぷんに加速されたばあい，生ずるもので

あって，車愉にあたえられた力が，タイヤのグ

リップに打ち勝って，スピンを起こしたばあい，

阜市命がiflll方へスリップするのを防ぐマサツがな

いため，車はちょうどか、のしっぽのように，左

右にふれることになる。

このばあい， ~＇~木 l'ttlには，後愉ロックでのス

キッドとおなじようにi効く。

わたくしが滞米1I• に経験したのだが，ちょう

ど10月の末にカナダを旅行 した帰りのことで，

国境のセントローレンス川に沿った国道をIL＼＇速

70kmくらいで走っていたときのことであった。

前夜からの雨で，かなり北のこのあたりでは，
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気日11［も！底トーしていたのだが，前方に見える橋の

上が凍結していることにまったく気がつかなか

った。椅の寸I火へさしかかったとたん，事が左

右にふられはじめたのである。とっさの判断で，

わたくしは，このスヒー ドでのこりの惜の部分

を通りぬけられると思ったが， これがとんだ誤

算だったわけである。

このばあい，早〈通りぬけたい，という心理

が働いて，アクセルベタルを押 したのであろう。

車はますます左右のふれを激しくし，ついに上

このばあいの最善の方法は，アクセルベタノレ

とプレーキベタノレから足をはないハンドルを

スキッド方向へ切ることしかない。きわめてあ

たりまえのことだが，もし尻振りをはじめて，

道路からはずれ出したら，障害物のない空地を

ねらってつっこむことである。

このさい，ハンドルのとり方のうまいまずい

が，立木へ衝突することを防ぎ，安全に空地へ

つっこませることができるかどうかになる。 と

もかく適切な減速が最大の防御である。

図5 パワースキッド（2) 図6 スピンアウト 図7 ハイドロプレーニング

日
下車線の橋のらんかんいっぱいにスリップしは

じめたのである。幸い橋を通りぬけ，土手から

のii伝法もせず，車がわずかに減速したH寺期をね

らって止めることができたのだが，この間， 1 

分にも満たない短いil~J'聞なのに，ほんとうに長

くj必じられた。もし反対車線から車がやってき

たならば，これとの接触事故はまぬがれなかっ

たであろう。ほんとうにあぶないところであっ

fこ。

こうした経験をしてから，数週間後に，この

スキッドの講義を受けたのは，まったく皮肉で，

もしこれを事前にじゅうぶんな知識としてもっ

ていれば，橋の上で加速して逃げるなどという

あぶない芸当はしなかったであろう。

さて，このパワースキ ッドは，カーブを加速

して通過するばあいは，さらに悪い条件となり，

一種のスピンアウトを発生する。このばあいの

コロガリマサツからすべりマサツへの移行は，

突然かっ激しく（図5参照〉車は完全に数回転す

る可能性がある。
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(5) 

.: '>IJ＂）印刷
l'/'Jll In n I 日引

部分的ハイドロII引
プレーニ ング l ｜ 

プー 凹り
レ全一←）

グドL、 J 
ロ。

スピンアウト

これは，凍結したカーブをまがるさいや，カ

ーブが期待していたよりも，きっかったばあいγ

車を希望の位置に保とうと し，後輪プレーキが。

ゆるみ，車が激しくスピンするケースである。

これはコーナリングをまわる前輪タイヤが，後

輸をスイングする分岐点の役目をしているから

であり，後輸のコーナリングフォースが， タイ

ヤのマサツに打ち勝ち，スピン現象を起こして

いるこの事態に遭遇したとき，車をコントロー

ルするのは，必ずしも容易ではなく，率を正し

い方向へ向けるのが，せいぜいであろう。こオL

を防ぐ最良の方法は，ごくふつうのことだが，

カーブを適切な速度で通過することである。

(6) ハイドロプレー二ング

これは， ごく最近になっていわれはじめた種
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類のスキッドであっ て， ぬれた路面を走行 して

いる さいに発生 しやすい。 一般にl時速60同校度

までは， 多くのタイヤはちょ うど車のワイパー

がフ ロントグラスをかくように路面を “wipe"

する。

しかし車のスピー ドがあがると，タイヤは路

面をかくことができず，ちょうど，水上スキー

の ように，水のフィルムの上に乗りはじめる。

ふつうの乗用車では，毎時約601但の速度で，部

分的なハイドロプレーニングを発生するが，l時

速約90加lになると，タイヤは完全に水面上に来

ることができる。このような高速になると，t放

しい雷「雨のさいなど，タイヤは路面に後しなく

なる可能性がある。そうした状態ではプレーキ

加速，コーナリングのマサツは，まったくなく

なり，このため，風圧や路面の変化な どが，予

荻I］し得ないスキッドを発生させる。

現在，高速道路での事故のrl:iには，このハ イ

ドロプレーニングが関与していると忠われるも

のが，かなりみられるけれども，路面，雨1.J:,

寧速，タイヤの状態，などの条件がかさな って

はじめて，この現象がみられるのであって，泌

雨のさいには，必ずハイドロプレーニングが発

生することにはならない。

さて，この樟のスキッドが生じたばあいには，

まず，アクセルペタルから足をはなし，車のス

ピー ドを落とすことがたいせつである。部分的

なハイドロプレーニングでは，そのさい，生じ

ているスキッドのタイプに合った解決法がある

けれども，完全にハイド ロプレーニングにはい

ったら，減速してのコントロール しかない。こ

42－ 予防時報

のハイドロプレーニングによるスキッドを防ぐ

には，深いトレ ッドのあるタイヤをつけること

が第ーである。このトレッドが，タイヤと路面

のあいだから，水が逃げ出すのを防ぎ，通常の

ハイ ウェイ のスピー ドでは，完全なハイドロプ

レーニングを防ぐことができる。

しかしながら，水の；奈さが，タイヤのトレッ

ドの深さをオーバーすると，完全なハイドロプ

レーニングは，時速約印刷から100回 のあいだ

で生じ得る。

f詰近， ある県警の方からお屯~;5で，ある路線

パスの逆転手が，日速近路でス リップ可拝放を起

こしたが，これはハイドロプレーニングによる

もので不可抗力だ，と主；JKしているという話を

うかがったが，わたくしは，ハイドロプレーニ

ングはけっして 100%不可抗力で生ずるもので

はないことを強調した。前述のように，ハイド

ロプレーニン グは，そうとう の高速走行である

こと，そうとう の降雨により路面に水があるこ

と，また，タイヤのトレッドが少ないこと，な

どがかさなって先生するのであって，かりに，

この運転手が，この現象を知りながら速度を落

とさず，かつ，タイヤが不備であったとしたな

らば，まさしく安全運転義務違反のケースとい

えよう。ハイドロプレーニングだから，どうし

ようもない，というのはあたらないのである。

さ‘て，ここでご紹介した六つのスキッドにつ

いて共通している点は，タイヤが路面とのグリ

ップを失うことであって，かぎられた時間を，

有効に利用して，このスキッドを“っかまえ

る”ことが，最大の解決策である，ということ

がおわかりいただけたと思う。

これは，実際の体験によるのがもっとも有効

であるけれども，現状ではなかなかむずかしい。

せめて，車の適切な整備，ことにプレーキの調

盤，カーブに見合った走行をおこなうことが，

スキッドに出会う機会をおのずと少なくし，事

故防止に結びつくことを強調してさ去をおく次第

である。

（筆者 ：科学警察研究所交通部〕
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プラスチック材火災の

性質と損害

一一一塩化ピニルを中心として一一

はじめに

近年，プラスチック材が，建築その他の部門

で広く使用されているが，そこには，従来の火

災にはみられなかった損害が生じている。

プラスチック建材は，会プラスチ ック製品の

ほぼ%を占め，今後ますます増加の傾向にある

が，その使用については，これまで、は，その燃

焼度（耐火性〉のみが重要視され，損害につい

ては，なんらの考慮規制がおこなわれていなか

ったといえる。

しかし，プラスチック材は，いったん着火 し

たばあい，巨額の物的，人的損害をきたすので，

その使用については，使用者のみならず保険会

社としても，その特性，危険性をじゅうぶんに

つかんでおくことが必要である。

火災にたいする危険性

表 1は，火災にたいするプラスチック材各種

の危険性を分類したものである。 ここに示され

ているように，プラスチック材の多くは，木材

に比し着火点も高く燃えにくいが，有毒性，腐

食性のガスを放出し，中毒や金属腐食を生じさ

せ，また煙の発生で人命救助や消火活動を阻害

するなど，危険を増大し，従来の火災に比べ損
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日産火災海上保険（株〉

業務部技術課

害の大きいことが特徴である。

可燃性液体のように， M準引火点測定法の定

まっているものは，容易に危険級別を定め得る

が，プラスチックのような回休は，明縫な境界

線をひくことは困難で，経験による比般的手法

によらざるを得ない。また，テスト結果も，形

状， J享さなどによって左右される。

表 1の燃焼性の項の区分は， Cornit岳 Euro-

peen des Assuranceの分類によるものである。

当 Comite で、は，プラスチックの危険度を，

つぎのようにまとめている。

A.燃焼性・・I.激燃性 JI.急、燃性 m. 
易燃性 N.緩燃性 v.難燃

性 VI.不燃性

B.燃焼生成物の有毒性（人体毒性と腐食性〉

c.煙の発生量（視界の減少〉

D. したたり〔dripping〕（火災の伝播〉

B. C. Dは1～4ランクに分かれ，数字が

増すほど，危険度は減少する。たとえばポリス

チレンは， m2- 1- 1と分類される。つまり

易燃性で一定の有毒燃焼生成物を生じ，多量の

煙と drippingを生ずることをしめす。

塩化ビニル （PVC）の問題点

(1) 塩化ピニルの塩素含有量

塩化ピニルは衆知のとおり，カーバイト法ま
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塩化水素の放出をはじめる。 180°Cから放出が

盛んになる。 210°cから溶融をはじめる。 300"'

Cで様化水素の85%を放出， 400°Cで91.7%,

530°Cでは99%に達し， 発火する。

注 1）塩ピの熱分解の割合は，空気 ・酸素 ・鉄・ゴ

パル ト・銅の塩化物の存在下において増加する

2）ジオクチルフタレート， トリクレ ジル ・フォ

スへートのような安定剤を含む軟質塩ピは，硬

質塩ピに比し塩酸の発生量が少ないので危険度

はひくい

3）塩素化パラフィン， トリクロエチル ・フォス

ヘート などの含塩素安定剤を含む軟質塩ピは硬

質塩ピとほぼ同量の塩酸を発生する

火災にたいするプラスチック材の危険性

分 ｜ ｜人 腐 多

燃焼性｜草食短

性｛性性

。

。。。

。

(3) 塩化ピニル分解の化学反応

塩化ピニルの分解のばあい放出される塩化水

素は，刺激臭を有 し， 空気中の水と反応して塩

酸を生ずる。純塩ピlkgの分解によって 575g

の塩化水素ガスを生ずる。 これは水と反応して

理論的には30%濃度の塩駿 2kgを生ずる。

(4) 分解塩酸による損害

金属腐食 鉄，真鍛， アルミニウム，亜鉛，

合金などの金属は，塩酸によっていちじるしい

腐食を受ける。たとえば鉄は酸素の存在のもと

に，水素を同時に放出して三塩化鉄となる。

6H++6Cl-+2Fe 

一一~2Fe++++6Cl-+3H2＋.・・・・ ・（ 1}

三塩化鉄または塩化鉄は吸湿性であり，通常

の温度で加水分解によ って分隊する。

Fe++++3c1-+3H20 

一→Fe(OH)3十3H++3Cl－・・…・（2)

この式は，塩酸によ る腐食が継続的におこな

われていることを示している。腐食生成物は，

腐食金属表面に付着 し， はげやすく ，ダストと

なって脱落する。この腐食は塩素イオンが存在

する限り，単体の鉄が水酸化鉄または酸化鉄に

変わるまで終わりをみない。グリ ースや油の塗

布により，湿気が欠乏し進行の止まっているも

のでも，より多くの湿気の浸透により，長時間

後ふたたび腐食反応がおこなわれる。銅のよう

な貴金属L 酸素の存在のもとに，塩酸で腐食

される。塩は，（2）式で示される二次反応なしに，

(1）式で示されるのと同じ方法でつくられる。

。。

。

。

。
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H
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知

T

T

D

セ ノレロイ ド

西 日酸セノレローズ

エ ポ キ シ 樹脂

発泡 樹 JJ旨

アエノ ー ノレ樹脂 D

ポリアタリロニトリノレ T l 

ポ リアミドITI 
ポリプタジ エ Y El 

ポ リ力ーポネート T

ボリクロ ロ プタジエン IE

カラス繊維補強ポリエステノレ ！D

ポ リエチレ：：－－ I 'I、

ポリ イソプチレ y ’r
ポリメクリノレ樹脂 1T

ポ リプロピレ：－－ ，T l

ポリスチレン I'I、

ポリ四 弗イヒエ チレン IT
ポリウレタン lD 

ポリピニノレアセタノレ IT

ポ リ ピ ニノレアセテ ー ト IT

ボ リ塩 化ピニノレ（軟） ; T 

グ（ 硬） IT 
ポリ塩 化ピエリ デン IT
シ リコンゴム IE

テ レフタノレ樹脂 IT
尿素樹脂ID

柄、

表 1

名

注1) D~熱硬化性樹脂 T~熱可塑性樹脂

E＝エラストーマ ゴム状物質

2) I＝激燃性 Jl＝君、燃性 m＝易燃性

!VP緩燃性 V＝難燃性 羽＝不燃性

たはE. D. C法によって， Pv Cモノマーを

つくりこれを重合 して製造する。 これに各種成

型力II工をおこないPv C製品とするが，そのさ

いに可塑剤，安定剤，顔料などを加える。この

ばあい可塑剤を加えないか，加えても10%未満

のものが硬質Pv Cである。純粋の硬質塩化ピ

ニルはほぼ56%の塩素を含有している。軟質P

v Cはその軟度により異なるが30～40%の複素

を含有している。

なお66%の境素を含有している超塩素化Pv 
Cもある。

(2) 塩化ピニルの火熱にたいする性状

塩化ピニルが火熱にあうと，つぎのような性

状を示す。

まず， 80°Cから変形しはじめ，140°Cから
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建物材料 石灰 （炭酸カルシウム〉を含む，

ほとんどすべての種類の， しっくい，モルタル

は，塩酸に侵されると炭酸ガスを放出し，腐食

される。

2H+ + 2c1-+ CaC03 --+ xH20 

一→H20+ C02 + (Ca+++ 2ClつxH20

塩化カルシウムはきわめて吸湿性であり，湿

気を増す性絡がある。吸湿性の塩化カルシウム

は，鉄筋に侵入して塩化水素ガスと同様に鋼の

腐食を起こす。鉄筋はまず塩化鉄に変わり，つ

いで鉄酸化物，水般化鉄に変わる。

塩ビと反応の似たプラスチック材

一般に耐火•lfl；プラスチックは， ハロゲンを合

んでいる。これらは火熱によりハ ロゲンガスを

放出する。

(1) ハロゲン化合物を含むプラスチ ック

a）純粋のポ リ塩化ビニリ デン（PVDC)

は，lill論的に73%の塩素を含んでいる。しか

しPVD C尚品の含有塩素量は60～70''oであ

る。PVD  Cはほとんど薄い箔と して)IJいら

れる。

b）ポ リトリプロロー グロロエチレン（三

フッ化一一塩化エチレン，PCTFE）は，

300。C以上の温度に加熱されたばあい，有毒

で腐食性のフッ化水素ガスが遊離さ れる。

(2） 含塩素添加斉ljを混合した遊離塩素プラス

チック

a）波型板，車体その他に使用さ れるガラ

ス繊維補強ポ リエステル樹脂は，合塩素添加

剤を用いて耐火性が保たれている。合塩素立

は30～50%である。

b）一般に防火性 ・耐水性のポ リエチレン

フォームやポ リウレ タンフォームはハ ロゲン

含有材料を合んでいる。

損害の事例

I.腐食損害

(1)1967年8月3日， ドイツのハノ ーパーのテ
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レピジョン組立工場の火災では， 66ポンド （約

30kg）のPv Cを焼き，このPv Cの燃焼分解

で生じた塩化水素ガスによ って，機械設備，部品

に多大な腐食損害を生じた。総損害額 3600万

D.M. Cドイツマルク〉の うち，火災損害は50万

D.M.に過ぎなかったが，腐食損害額は、 1100

万D.M.に達 し，さ らにこれにと もなう利議損

害が 2500万D.M.の巨額を示 した。

(2）電気機器工場では，溶接炎によ ると思われ

る火災で， 約 250tの貯蔵Pv Cが燃焼， 発生

塩化水京は壁休IJIJ口，エアシャフ トを通じ上階

に進入， 火災のlI I心より lOOm以上の範lillに金

属腐食を生じた。

(3）機械工場において屯気試験室より 出火， P

v C断熱材が燃焼 し， 測定および試験機加に腐

食を生じた。

(4）家具工場ーでは， プラスチックパッキングの

自然発火と jffjiとされる火災により，火災後総て

の無防護金胤部分に腐食の跡が見られた。

(5）石油中1'1'.製工場で，漏れたil','j十IH1fin~ i必然ぷ気

パイプにより店7火，ケーブルダクトにより火災

は拡大し，この，，，のPv Cケーブルが燃枕して

電気設備の腐食を生じた。

(6）印刷工場で，Pv Cの広告材料が燃焼，腐

食カ’スにより述物，機械などが腐食し，機械は

会担にいたった。

(7）ミュンへン持似｜役会社資料によると、同地

のプラスチックカII工工場の火災では，建物、設

備が腐食によっていち じるしく損害を受け，建

物は 1年後に取りこわされなければならなかっ

たと報告されている。

Il .煙の発生による損害

( 1 ）ー 1 1'1 ＇ ~1~ (1967〕の 5月， 大惨事と して｜止界

の耳目 をti{;めたプラッセルのイノパシオン百貨

店の火災は，先生した大量の煙が，300名を こ

える死者をだす大きな要因となった。

(2)1965{f'-スイスの LiestalCantonal州院の

火災では，350kgのポ リスチレンの絶縁阪の山

が，マッチのイ~J IJ立な投来により燃焼した。火

災によるJ員百は5000スイスフラン程度の軽微な

ものであったが，先生 した煙 ・すすのために，
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焼けて骨組みがむき出しになった，塩ピシート収容

倉庫。鉄骨類がいちじるしく腐食されている

12階建ての建物の各階に付着したすすを除去す

る費用が15万スイスフランを要した。

(3）木工工場で，油布の自然発火と推定される

火災で大量の硬質および軟質Pv Cが燃焼，腐

食につづいで生じた大量のすすの沈：mにより損

害を生じた。

m.わが国の事例

わが国においては，損害の算出に当たって，

直接損害と間接損害について明確に区別された

資料がないので，間接損害の実体についての把

握は困難である。とりあえず以下の例を記す。

(1）ある化学繊維工場の火災で，機械部品に使

用されていたプラスチック材が燃焼し，この発

生分解ガスが空調ダク トを通じて隣室に侵入し，

そこの機械設備にかなり の腐食損害を与えたこ

とが報告されている。

(2）昨年8月，東京都内のある運輸会社の塩ピ

シート収容倉庫（巻取本数 8000本，約30tと

いわれる〉が焼けたさい，!;ft：者は 3日後に現場

調査をおこなったが，

①その企JijI内に，通常火災のさいとは兵なる

塩酸臭の混在を感じた

②鉄パイプ，鉄骨類は，急激な腐食によるさ

びを生じていた

③真鎗製内部ドアの取手や冠線銅心は，緑青

を生じていた

④モルタル壁外部に塩酸腐食によるとおもわ

れる赤変を生じていた

また， 消火に当たった消防署員談による と，

⑤駆けつけたときに黒煙の発生がいちじる し
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く、風下からの侵入は困難をきわめた

⑥倉庫内侵入と同時に，やけつくよう な刺激

を顔面に感じた

⑦白布で口をおおっても，なおのどが焼けた

だれる ような感じで，むせて呼吸が困難で

あった

③頭痛を訴える者， 4名を生じた

⑨消防ポンフ・車の消防庁マークおよびノズル

カップリングに緑青を生じた

などの状況がみられた。これは，明らかに，

この火災において， Pv Cの分解による塩化水

素ガスの発生をみたことをしめしている。

損害防止について

以上のように，プラ スチ ック材火災の結果損

害の重大性にかんがみ， 1967年秋， ドイツの損

害保険協会の特別火災委員会から， Pv Cおよ

び合ハロゲンプラスチックの貯蔵に関して， つ

ぎのようなメモランダムが発表された。

1) PV Cその他含ノ、ロ ゲンプラスチック

は，他用途と危険分離された防火戸を有する

コンクリート建物に貯蔵しなくてはならない。

サイロでの貯蔵は最も望ま しい形態である

2）機械設備，部品，可燃材料と混蔵しな

いこと

3）建物内で喫煙，属出火，火気の使用を

おこなわないこと

4）建物内で溶接作業をおこなわないこと

5）当該建物には開孔スプリンクラを設備

すること

6）火災のさいは， 建物の全日11口部を閉じ，

スプリンクラで消火しなければならない

7)製造工室における合ハロゲンプラスチ

ックの貯蔵は極力，少量にせねばならない

さらに， Dr. Schuhはつぎのような勧告を

おこなっている。

1)他の建物に至るケープル ・コンジット

は，火災のさいに塩化水素が他のへやに漏れ

ないように石灰または白亜でシールすること。

石灰は漏れガスを中和する
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2）消火器として泡消火器を使用しないこ

と。生成泡は塩化水素に触れると急激に崩壊

する

3）貯蔵室の鋼構造はコンクリート被覆を

する

4) PV Cの貯蔵，使用するへやは，石灰，

石英砂または類似の添加剤を高配合して作っ

たしつくいで＇ 20mm厚以上被覆する

5）火災のばあい近接建物は塩酸にふれる

ことを最少限に止めるために密閉する

6）隣接建物の空調，排気設備は腐食ガス

のl汲引を防止するために，自動的に停止する

7)会従業員が，大容量のPv Cが，原材

料，中間品，製品として貯蔵されている場所

を熟知していること

8) PV Cの貯蔵量は製造段階と同織に制

限を設ける

9) PV C貯蔵またはPv C加工をおこな

う建物の補強鉄筋は，塩酸プラントにすでに

用いられている腐食遅延下地を設ける

10）消火用水が放水されるばあい，自動的

に中和剤が加えられるように設備する

また，損失防止のための修復の方法と手段に

ついて， ドイツの “BundTechniseher Ex-

pert en” 〔1968年2月5日〕誌上に成功した指針

として，

①設備，建物，貯蔵のエキスパー トは製造に

おける実損害，推定損吉と 同織に引続いて

起こる損害の重大な点を臨めねばならない

②これらエキスパート，専門化学者のあいだ

で物損害と間接損害を制止する最も適当な

方法について協議しなくてはならない

③腐食残浮の除去，保険目的物の中和，保全

に関し，必要な手段を専門化学者によって

選ばねばならない。

としている。

被災物の修復

I.金属製物質

(1）第一段階として，損失を減少させるために

76号（1969.1.1) 

腐食を停止させる手段を講ずること。湿気，ウ

ォーターコートは金属表面から除去する。 25%

イソプロパノールで希釈した腐食抑制油により

抑制を図る。温度がより高いばあいは，腐食抑

制油70%，イソプロパノール20%および石油10

%の混合物を接触時聞を長くして用いる。

(2）第二手段として，腐食停止後，腐食除去手

段を講ずること。第一鉄金属は酸性または中性

の燐酸塩などを用いる。この方法は非鉄金属ま

たは非鉄金属と鉄の結合したものに用いること

はできない。このばあいは，希アルカリ性のベ

ンゼンジオールが用いられる。

酸性の燐酸塩法のばあいはできるだけ短くな

ければならないが，アルカリ性の燐酸塩法では，

接触時間は必要なだけ長くする。アルカリ性の

浴は油の被覆でシールして大気中の酸素を遮断

せねばならない。

1I.建 物

しっくい，れんが，特殊材料（たとえば軽量

コンクリート〉， 合成樹脂や塗装されたものな

ど，建築材料の種類によって，修復方法は異な

る。

i霊式法は，石灰を含んだ構築物のばあい，水

溶性の塩化物が建築材料内部に深く侵入し，確

実な修復を不可能にするので明らかに不適当で

ある。このため，この修復は乾式法からはじめ

なければならない。

しかし， 塗装パイプ，機械の基礎，合成樹脂

壁体部分など，塩酸と反応しない表面は，弱ア

ノレカリ性液（ 2%ソーダとm・ゆ斉IJ)で前処理を

しなくてはならない。

鉄筋コンクリートのばあい，補強材に塩化物

が鉱散することは，表面で形成される水溶性の

塩化物を，非水溶性に転化させることで防止で

きる。このばあいフッ化珪素鉛の水溶液で表面

を前処理しておこなわなければならない。

もし激しい塩化物の吸着が建築材木｜に深く侵

入しているばあいは，コンク リートおよびれん

がの表面はこれらの層まで除去しなければなら

ない。このばあいも水i寄性化合物が建物深部に

至らないようにするため，スチーム ジェッ トの
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洗務の使用からはじめてはならない。

除去は，サンドプラスター， パワーハ ンマー

など種々の方法によるばあいに影響を受けるか

もしれない。これらの方法をおこなう前に応力

分析者（StressAnalist）に相談 しなければな

らない。

PV  Cを含む火災のばあい，セメントと結合

したプラス ターやl次付工事の必要性を示 してい

る。このばあい，石英砂がベースとなっている

硫酸出に影響されないセメントが主となってい

る。

温度測定は改築工事に必要であり 、桃築物の

人工乾燥が必要である。乾燥法としては椛化カ

ルシウムの使川が最も過している。

土
4
F と め

(1） 使用場所の制限，使用材質の選定

たとえば，屯子計算機は一般に耐火椛造建物

内に収谷されるが，そのさい床その他にPvc 
などが内装材として使加されるため，発生分解

ガスによる腐食ガスによって全損的形態にいた

ることがある。こうした例からも，プラスチッ

ク機の使用についての再検討が必要である。

(2) 危険の局限

この危険を有する火災のばあい，空調，排気

設備を通じての，分解腐食ガスの他への侵入を

防止する惜践を講ずるなど，損害の拡大防止に

ついてとくに町立することが必要である。

(3) 鋼構造建物の防護

PV Cその他プラスチック材を使用，貯蔵す

る建物の鉄骨造建物は、構造的には不燃椛造と

はいえ，鉄骨のプラスターまたはコンクリート

被覆のないばあいは，危険度はいちじるしく増

加していることを考慮する必要がある。

(4) 損害防止措置

この危険を有するyJ；物，機械設備に被災があ

ったばあいは，事後措置の適否によりm害をい

ちじるしく児にするので，迅速に適切なf首位を

講ずるようにしなければならない。

付記・本Tif:iは，おもに｛~·近の二つのレポート， （1 ）凶

ドイツ ・ミュンヘン再保険会社の”SchadenSpie-

gel”（2）スイス再保険会社の “Fire-Insuranceof 

Plastic“に白うものである

~－ .. ・－活動紹介副一…，H・H・－”…”’…一…一…一・川町一…，H…一…＂＇…，，．…川…一…一…一．．’．
模範的な管耳Eのなされている事 が多いことによる ②火災原因 ！ 

I 東京 ．杉並の 業所を兄学するなど， 杉並十l~防 の江＼1位は，たばこの不始末 ：

I 火災予防運動 署と一1イEとなつて，防火管理者 で，都内では 1日平均4科 州 ’ 
の知識向上に役立つ活動をおこ 合で，たばこによる火災が発生

ー w~1p1 月 20 日，束京 ・ 杉並防 なっている。 している，という ことを述べ，

火管理者連絡協議会では，秋の この日の防火講演会では，映 火災の発生状況の実態を，スラ

火災予防運動（11月26日～12月 画「みんなで三号える火災と避難」 イド映写によって示しつつ，管

2日〉にさきがけて，恒例の 上映のあと，東京消防庁調査課 泡！の要点を説いたもの。

“防火講演会”を開催した。 長官樫三郎氏による「火災の実 なお，同連絡協議会では， 会

杉並防火管理者連絡協議会 態と管理の要点」と題する講演 日1111の防災知識の向上と啓蒙を

を聞いた。内容は，①湿度の高 はかつて，本 「予防時報」誌を ； 
低が，火災の発生率に大きく影 定期購入し， 会員に配布してい ！ 

るが，そのいっそうの強化のた ； 
めに，このたびの火災予防運動 ! 
JYJl/ilには，日本損害保険協会発 I 
行の単行本「やさしい火の科 ！ 

ューヨークの湿度が低く ，わが 学」（1h奇川範行若〉を購入，会 ； 
国では火災警報をだすような日 日に配布した。 ~ 

（会長 ：三瓶理八氏〉は，杉並

署管内の防火管理者の有志によ

って組織されているもので，業

種別に 6つの専門部会に分かれ

響すること。たとえば， 1967年

のニューヨークの火災件数は91

000余件で，わが国の 8000余ている。，，，~ 2回の部会をもち，

会誌 CB5判， 8ページ〉を年

6回発行し，防火i講演会や研究

件の10（白以上だが，これは，ニ

会を開催したり，資料の交換や，

48一予防時報 76¥]-(1969.1.1) 



質・量ともに，回を追うごとに高まる

第 6回 “損害保険の作文”募集・審査結果発表

主 催 後 媛文 部省

社団法人日本損害保険協会 朝日新聞社

財団法人損害保険事業研究所 全国高等学校長協会

日本j日告保険協会では，m苫保険事業／!JI'究所とともに，
文部省 ・朝日新聞社 ・全国高等学校長協会の後援のもとに，

全国の高校生から損害保険に関する作文を募集しましたが，
全国高校生諸君の関心は回を追うごとに向まりを見せ，今
回は 3,399編〈感想の部 ・2,894編，研究の部 ・505編〉の

多数にのぼりま した。力のこもった作文をお寄せくださっ

た高校生諸君に誌上より厚くお礼を申しあげます。
審査委員の慎主な審査の市古来，下記のとおり入選作が決

定しました。なお し 2等入日’者の表J形式は， 昨年の11月
22日W.Jft・丸の内ホテルでおこなわれ，白状 .Jf品が附ら
れました。3等以下の方がたには賞状 .n,日をご木人あて

にお送りいたしま した。
今回の本誌発表は，感悠！の部では2等のj沖l1野裕子士ん，

研究の部は同じく 2等の秋田正二君ほか 8;f，の方がたのも
のを発表させていただきます。また，誌面のつごうで一部

省略させていただし、たことをおことわり Filしあげます。

く編集部＞

入賞者 氏名

1等 文部大臣賞（賞状および高m〕

日本損害保険協会賞（賞状および5万円相当の品〉

砂感想のi部 1編 惨研究の部 1編

栗原美子さん 東京都立赤羽尚業高校 岩回全市君ほか11名 岐阜県立岐阜肉糸川校

2等 朝日新聞社日（賞状および百｜！日’）

日本損害保険協会賞 en状および3万円相当の品〉

砂感想の部 2編 砂研究の部 2編

石上利男君 前’岡県立lfl1ト岡l災業高校 ;i'）、旧正二右一ほか 8名 愛知りl~止；1j1川尚j佐商校

瀬野裕子さん 束京都立赤羽商3佐高校 多l召日百！｝；）君ほカ、13名 石川県立金沢尚コ主1＼：：，絞

3等 全国高等学校長協会口 cn:IJ；および賞市＇，

日本損E写保険協会賞 (1『I状および 1万円＋｜二l'..'Jの訂，）

砂感想、の部 3編 砂研究の部 3編

榎本 日j子さん 愛知県立岡崎両校 相羽秀I;c右ほか11名

花岡千法子さん ),Ji京都立赤羽凶来，：：：j校 宇：回年男君ほか11名

林 ft.；夫::i~ · 岐阜県立岐阜商業高校 河野一聴君ほか 8名

佳 作 日本損害保険協会賞（賀状および記念品〉

砂感想の部 砂研究の部

愛知県立半Ui泊i来高校

名古屋市立名tdo!.商業高校

那珂川町立福岡女子商業高校

山口 武君（千菜）伊藤美紀江さん（埼玉） 野田鎖裕君ほか 9名〔福岡〉森脇房江さんはか17名（東京〉

渡辺弘子さん〈東京〉 町田玲子さん（栃木〉 古賀悦子さんほか9名（福岡〉 富111隆敏君ほか 5名（福岡〉

上回由美さん〈愛媛〉 加々尾雄介君〈熊本〉 荒井由起子さん（東京〉 小池雪枝さんほか9名（東京〉

高屋育子さん（兵庫〉 吉田博子ざん〈岡山〕 大楠紀子さんはか 1名〔福岡） 浅野幸彦・君ほか 6名（愛知〉

菊地美江子さん〔東京〉 大島和雄君（大分〉 高須茂君ほか 7名〈愛知〉 前匠lマサ子さんほか11名〈宮崎〉

審査委員

文部省視学古 田信三郎氏

朝日新聞論説委員 入江徳郎氏

全国高等学校長協会会長 西村 三郎氏

早稲田大学教授 金沢 理氏

76号（1969.1.1) 

日本損害保険協会会長

狽答保険料率算定会理事長

自動車保険料率算定会理事長

山本海l左衛門氏

右近保太郎氏

三好武夫氏
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圃感想の部

暮らしの中の
損 害保険

瀬野裕子
東京都立赤羽商業高校

「人間の歴史は，生活安定への努力の歴史

である」ということができるほど私達の祖先

は，あらゆる努力を重ね，生活を安定させる

べく自然と闘い，人間と闘ってきた。私達も

また，それを受けつぎ， よりよい社会をつく

るため努力を重ねるのである。

現代は生活が豊かになり，家庭生活が安定

,1 してきている。 しかし反而，危険も多様化い

たえずそれらに脅かされている。地震，雷，

火事，泥棒，といった昔からあった事故のほ

か，交通，破裂または爆発，騒じよう，暴

動，物体の務 F，最新鋭ジェット機や超マン

モスタンカーの事故など，ちょっとあげてみ

ただけでもそれは明らかだと思う。社会が近

代化すればするほど，危険の種頬も多くなり

その内容もそ愛知Iでむずかしくなる。 しかも，

これらの工作；＇＆は，今日のように自然科学が進

歩していても，いつおこ るか予測することが

できない。したがって，万ーの場合に備え，

いろいろと対策を講じなければならない。

その対策として，まず火災を例にとると，

火のj目心を徹底し，消防設備を完備し， そし

て万一事故が発生した場合には，損害を最少

限にくい止めなければならない。しかし，こ

れらの対策によって， 事故の発生をできるだ

け抑え，損害を最少限度にくい止めたとして

も，再起不能に近い損害をこうむらないとは

いえない。そんなとき再起する力が必要で，

普段からその用意をしておかなければならな

い。その一つの方法として貯蓄がある。しか

し，損害を生じた時， その損害を十分償うだ
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けの貯金をしておく ことはたいへんむずかし

い。わが国では，定年まで真面白に働いて退

職金でやっとマイホームが建設できるという

のが一般だから， もっと合理的な対策とし

て，損害保険の利用が考えられる。すな わ

ち，火災保険に加入する。それも時価一ぱい

までの全部保険にすべきだと思う。

しかし， 最近普及している一枚の証券で十

二穫の災害に備えられる という，住宅総合保

険，店舗総合保険に加入するほうが賢明だと

考える。 これらに加入していれば，住居や財

産を思わぬ災害から守り，経済的不安をとり

さることができるのである。

次に，昨今重大な社会問題，政治問題とな

っている交通事故と損害保険について考えて

みたい。

わが国経済は，世界に類ない高度の成長を

なしとげfこ。

自動車保有台数をみても，昭和42年12月末

で1100万台を突破するという著しいモータ

リゼーションがみられた。これに伴い，交通

事故は激増の一途をたどり，事故の防止はい

まや重大な問題となっている。昭和42年中

に，わが国で起きた交通事故は，総数521481

件，そのうち，死者13618人， 負傷者655377 

人で，死者数こそ史上最高を記録した昭和41

年をいくぶん下まわったものの，負傷者数に

おいては史上最高を記録 した。

つまり，この数からみると，事故は60抄に

1件，死者は38分に 1人，48秒に 1人の負傷

者が出る計算になる。ま た， 今年度は， 9月

までの数字をみると，記録更新確実と発表さ

れている。全く困ったことである。自動車は

運送機関をはじめ，あらゆる方面で重要な役

割を果たしている。当然，自動車の台数は増

加し，その需要も日増しに高まっている。ま

た犠牲者も増大し，多くの不幸な者が生まれ

ている。

このように事故が多い原因は， 自動車の安
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全性や交通道徳の問題などいろいろと考えら

れる。しかし，もっとも大きな問題は道路行

政の遅れではないかと思う。近年，日本の自

動車産業の発展はめざまし く， 世界的水準に

達している。しか し， 道路行政はおもうよう

に進まず，非常に立ち遅れている。狭い道路

に車がいっぱいあふれ，歩行者が店先や電柱

のかげに飛び込んで難をさける光景はしばし

ばおめにかかる し体験もする。

交通事故を少 しでも少なくするために，道

路の整備や交通道徳の徹底な ど，一日も早

く，政府が積極的な手段を講じてくれること

を強く要望したい。 さらに，交通規則を守る

ことが歩行者にとっても，運転者にとっても

大切であることを徹底的に教育 し，それを守

らない者に対しては厳しい処置をとるべきだ

と思う。

しかし，交通戦争といわれている現在は自

分だけがいかに規則を守っても安心は望めな

いし，政府の努力にも限界があり期待できな

い。そこで，自分で自分を守る，つまり自己

防衛という手段を考えなければならないであ

ろう。その手段として， 「交通事故傷害保

険」に加入するのが一番よい方法だと思う。

交通事故では，運転者も歩行者も被害者だと

いってよいだろう。運転者は精神的苦痛のほ

か高額な賠償金に苦しめられ，傷つけられた

人は，身体的，精神的，経済的などの而で苦

しまなければならないのだから。

「自動車損害賠償責任保険（自賠責保険〉」

は，被害者を救済するため自動車保有者は強

制的に加入させられる保険である。しかし，

これは死亡の場合でも 300万円が限度であ

る。したがって，自賠責保険は事故がおきた

ときの最低線でしかない。現実には自賠責保

険の限度額をこえる賠償示談や判例が数多く

なり， 中には 1000万円をこえる判例も山現

している。自賠責保険だけでは十分な賠償が

できない現状で、は，自賠責保険の限度額をこ

える部分を補ってくれる任意の対人賠償保険

76号 （1969.1.l〕

は， ドライパーにと ってはなくてはならない

ものとなっている。

最近は，示談額，賠償判例の高額化，交通

事故の激増，賠償思想の発達などの環境変化

とモータリゼーションの著しい進展とがあい

まって，任意の自動車保険が急速な仲びを示

している。日百和37年度には海上運送保険に及

ばなかった自動車保険が一年後の昭和38年度

に海上保険を抜き， 5年後の昭和42年度には

遂に火災保険を抜いて損害保険最大の保険種

目となるに至った。任意保険のみの自動車保

険が火災保険を抜くのも、おそらく 2～3年

のことであろう。

このように急述な伸展を続けている自到車

保険を担保種目別にみると，わが国では昭和

40年度以降急激にたI人賠償保険のウエイトが

高まっている。これは，昭和40年10月に対人

賠償4分の 3担保から 4分の4担保への画期

的な改訂を含む自動車保険新約款が実施され

たことや，自動車事故にあった被害者救済の

社会問題化などの柿勢によるもので，担保種

目選択の而で対人賠償保険が大幅に上昇して

いることを意味する。

すなわち，昭和39年までは車両保険が全体

の保険料の70%以上を占め，対人賠償保険は

7%にも満たないという極端な車両保険中心

型であったわが国自動車保険が，昭和41年の

新約款実施を契機として対人賠償保険料は40

年度に一帯主に前年度の三倍半となり， 41年度

には二倍半となって対物賠償保険を抜き， 42

年度には遂に車両保険料をも放いて自動車保

険最大の担保種目になるに支ったのである。

損害保険がしだいに自動車中心となり，自

動車保険が急速な勢いで対人賠償中心となり

つつあるのが現状である。このことは，対人

賠償保険の重要さを考えれば，人命尊重とい

う立場からありがたいことといえよう。 しか

し，対人賠償付の車はま だ半数に もみたな

い。そのJJ:1沫では「走る凶器」と呼ばれるも

のが依然として多いのである。運転者は小額
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の掛金を惜しんで大事に至らぬよう1尻省をう

ながしたい。 「後悔先にたたず」である。

また残念なことは，歩行者の備えである交

通傷害保険の仲びがあまりよくない。わが国

では掛すてをきらう国民性がみられ，その為

普及しないのではないだろうか。しかし，交

通戦争という渦の中では自分だけは例外とい

うすべての災厄に対する一人よがりの意味の

ない慰めは通用 しない。もはや交通事故は他

人事ではなく ，身近な問題なのだ。自分で自

分を守るために，進んで交通事故傷害保険に

加入すべきであろう。

しかし私のクラスメート 50人を調べても，

総合保険特約とか生命保険特約の交通事故傷

害保険には加入している人はいるが，単独の

交通事故傷害保険には誰も加入していない。

そこで，子供のオモチャに交通事故傷害保険

がついていたり，銀行の定期預金に交通事故

傷害保険がつくようになった。こんなかたち

でもよいから，保険加入者を増やすよう努力

していただけないだろうか。できれば，定期

券や乗車券，回数券に交通事故保険をつけた

り，新聞を 1年間とれば，交通事故傷害保険

がつくというような方法も一案ではなかろう

か。

このように，昨今の日常生活に欠くことの

できなくなってきた損害保険をもっともっと

p Rし，普及させるよう努力しなければなら

ない。保険会社は目先の競争などにとらわれ

ず，国民が簡単に加入できる保険を販売でき

るよう研究していただきたいと思う。また，

国民も自己に対する備えや，第三者に迷惑を

かけた場合はその償を徹底的にするという心

構えで，保険に対し理解を深めようという前

向きの態度を望みたい。
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・研究の部

企業における

損害保険の

必要性について

秋田正二ほか8名

愛知県立中川商業高校

A•序論

現在，わが国の損害保険の発展はすばらし

い。と、んどん種類も増し，我々国民には，な

くてはならないものとなって来ています。

現代の経済組織の下では，すべての産業の

すべての企業が損害保険のサービスを利用し

ています。 ミンクの飼育から原子力発電所の

建設にいたるまで，万一の災害をまえもって

保障しておかなければ，一切の企業活動は重

大な支障をきたさざるをえません。

損害保険の歴史は古く，海上火災からはじ

まり，経済社会の新しい需要に応じて次々と

新しい保険を生み出してきました。わが国の

新種保険は，アメリカにくらべれば，その構

成比率は低いが，ここ数年来，業界がきわめ

て積緩的，意欲的に新分野の開拓に乗り出し

てきました。企業は産業別にいって，大き

く，農業，工業，商業などに分かれ，組織別

には個人企業， 法人企業（私企業，公企業〉

に，規模別では大企業と中小企業にそれぞれ

分類できるが，どの企業も損害保険を大いに

活用しています。

そこで，私たち部員は，我々国民に身近な

存在である個人企業，つまり個人商店を対象

にして企業における損害保険の必要性を調べ

てみました。

B .調査の概要

1 調査目的
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この調査は「企業における損害保険の必要

性」の研究という立場から，企業の種類には

色々あるが，その中でも我々国民に もっとも

身近な存在である個人商店を対象として，損

害保険の加入率，知名度及び損害保険の受け

取り方，意見等を調査してみました。

2 アンケー卜の作成

昭和43年6月25日から 7月4日までの10日

間，クラブ員の名によって各積参考文献 （後

記〉をもとにあらゆる方面から検討してアン

ケー トを作成しました。

3 調査対象及び回収率

名古屋市内の中村区，中川区等の個人商

業種別 表2 職種別

店の経営者に対してアンケート票350枚を無

作為抽出法により配布， うち 306枚を回収し

た。回収率は 87.4%であった。

4 調査期間

昭和43年 7月5日～7月19日

5 被調査員の構成

調査対象を個人商店にしほP ったが，これを

業種（表1), J俄種（表2），資産 （表3）の三

方面から分析を行なった。

c .調査結果の分 析

損害保険の加入状況の分析

企業と損害保険の関係は深い。というのは

企業には「まえがき」で記したようにさまざ

まな種類があるが，どの企業にとっても言え

ることは，企業における生産，取引及び経営

は必ずしもうまく行くとは言い切れない。い

つどんな事故や損失を引 き起こさないとも限

らない。こうした万ーの場合に損害保険に加

入していれば容易に事態を納めることができ
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るからである。こういう点で企業の損害保険

の加入率は高いと考えられる。

そこで，個人商店を対象として損害保険の

加入率を調べてみると 91.8%(306店中281店〉

の商店が加入しており考えていたとおり高い

率を示 した （表4）。 しかし，非加入店が 8.2

%あるが，これは多い方ではあるまいか。

損害保険にはかなり多くの種類がある。そ

れだけにー粁の商店が加入している保険件数

も少な くない。そこで保険の加入件数につい

て調べてみたところ最も多いのが「1件～3

件」で69.0%あり，保険加入店全体の 3分の

2以上を示している。残りの約3分の lに相

表4 損害保険加入率

当する 31.0.%が4件以上であ るが，うち 5.%

が7件以上加入しており個人商店としては多

いと思われる （表5）。損古保険は多く 加入し

ていればいるほどそれだけ企業にと って経営

が安定すると思われるので多くの保険に加入

しているというのはよい傾向である。

そうだと した らどのような損害保険に加入

しているのであろうか。まず損害保険の代表

といえる火災保険，それに貨物保険，船舶保

険，運送保険の四つを取り出して統計をとっ

てみると，火災保険が 92.2.% (281店中 251

店〉とやはり，この保険は高率を示し，保険

加入店のほとんどが加入している。

このような結果が出たということで次のよ

うなことが明らかとな った。商店にとって

は，火災は恐いものである。火災は何もかも

灰にしてしまう。物に限らず人命を もうばっ

てしまうこともある。もし火災によって建

物，商品その他財産を何もかも失っ てしまえ

ば保険に加入していないH午，その店の経営者

や家族は途方にくれてしま って，復興しよう
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として もなかなか困難な事である。 火災保険

に加入することによって，たとえ，最悪の場

合になろうとも，その保険金によってある程

度持ちなおすことができる。火災保険に加入

するのは商人にとってはだれでも同じ気持ち

であろうと思います。

この他， 1~~刻保険の加入率は 7. 5% (281店

中 21店〉，船舶保険 1.1% (281店1jJ3店〉，運

送保険 20.3% (281店iド57店）であったが，

この三稲の保険は個人商店のがl入率が低いこ

とが明らかとな った（表6）。

2 新種保険の知名度及び加入状況の分析

損害保険を大別すると火災保険，貨物海上

表 5 加入保険 表 6 加入してい
る損害保険

100「92.2% 
（%） 

20.3% 

7. 5% 1.1% 

火貨船 i主
災物骨l’l i韮

表9 新種保険知名度

（総数 3061,li)

表11 加入している新種保険

（ませをt1501,lf 

50 

船
ゎ
昨
向
巾
一
日

，h
山間
門
川へ人

H

H

U

V

’一

告

す

ー

、

鴨

川
主
主
仁

H

i

J

M

e

－－4
 

動
部
総
合

川川
v

h

m

u

s

守

H

4

p

u

 

f

J

 

H

H

M

 

4

1

 

ガ

ラ

ス

R

l

 

d

刊

し

1

b

し

o

v

－
 

ハ

〉

タ

l

コ

ル

ワ

，H
j
川

’
t
r
a

u
ホ
t

’

o
d

』

l
S
A
1引
B

l

u

e

 

－

s

d

q

 

n
U
 『

ヤ
什

m
m叫間
以

保険，新種保険の三稲類になるが，もっとも

種類が多いのは新積保険である。そこで，一

般の向店がこの新種保険に対してどの和度の

知識な持っているかを調べてみた。まず 「新

種保険という言葉をきいたことがある」と答

えたものは 48.7%で被調査-ri・の1土分にも満た
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なかった。また， その内容を「全然知らな

い」というのが 52.7% と過半数を示してい

た。逆に 「内容をよく知っている」というの

が12.7%と低率である（表7・表8）。このこ

とは3 商店のみならず，我が国のかなりの人

が新種保険をよく知らないと推測さ れる。

しかし，知識は持っていなくても「新種保

険」と 明示せずに，この種の保険を取り 出し

て調査してみると，その保険を知っている人

はあるのではないかと忠われる。そこで商店

に対して保険別に知名度を統計にとってみま

した。特に多くの商店が知っている保険は自

動車保険86.6.%(306店中265店〉，自動車関

表7 新種保険という言葉を
きいた事がありますか

表8 新種保険の内容を
知っていますか

害賠償責任保険 71.6.%(306

店中219店〕， ｛あ苫保険71.9

.% (306店中220店〉の三

f呆｜決であった。

自動車保険と自動車損害

賠償責任保険は商店を対象

としたため，自動市を！？？有

しているネが高いためこう

した結果が出るのはむ しろ当然と いえよう。

その他の保険で目立つのは斑難保険53.9%

(306店1n6s1万〉，賠償責任保険42.2°6'(306 

店中 219I万〉， 航空保険29.4% (306店1j190 

店），ツj働行災害補償責任保険29.1% (306店

中891，~）がある。

逆に，よ く知られていない保険は，ハンタ

一保険6.2% (306店中 19店〉，ゴルフ保険，

組立保険が 7.2;i/0 C3o6店中 22店〉が主なも

のであるが，ハシタ一保険，ゴルフ保険は，

狩~ill やコルアなどは特定の趣味をも った人達

しか行なわないというのが現状であり，その

表1日新種保険加入率
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ため矢uらないということができるであろう。

この保険を加入する必要はないと忠えます

（表9）。

次に新種保険の加入率は損苫保険加入店の

うち 53.4%(281店1j:t 150 J~T) あり過半数を

I ~I めていた（表1 0）。

どのような保険に加入しているかは（表11〕

から明らかなように一番加入率の高い保険は

自動車保険で 82.7%' (150 1占＇＇＂ 124店〉を示

し非常’に高い。やはり，これは前にも述べたが

商店は自動車の所有率が高いためであろう。

この他， 自動車損害賠償保険56.7% (150 

店11385店〉，傷害保険 45.3.%(150店仁，，68店〉，

盗難保険30.0% (150店仁1:1451m となってお

結果が出て来たということで，孜々国民と保

険会社との隔たりが少な くなってきたといえ

るく表12）。

ところで，現在，加入している商店，加入

していない商店で今後加入したい保険がある

のではないかということで，これを調査 して

みると，まだ加入していない商店では火災保

険，自動車保険に加入したいという希望がか

なりあ った。すでに加入している商店では傷

害保｜仇 メーカー総合保険に加入したい尚店

がわずかながらあ った。

損害保険の加入率は高い。それでは保険金

を受け取る事もいろいろな方面で多いでしょ

う。今までに似険金を受け取った事がある尚

表12 損害保険加入方法 表13 保険金を今までに受取 表14 受取った原因 表15 保険金は役立

ちましたかったことがありますか はなんですか

主い

90.4% 

り盗難保険の加入率は全体の 3分の lにも満

たない。これは，商店で扱っている商品は高

価なものが少ないということで保険をかける

までもないという気持ちがあるからであろ

う。もう少し検討 し，加入する必要があると

忠われる。

加入率が低い保険は，ゴルフf判決，ハンタ

一保険，動物保｜恥動産総合保険，建設工事

保険，機械保｜乳各々 0.7% (150店rj,1店〉

でほと んど加入 していない。これらの保険は

その必要性も少なくてよく知られていないと

いうこともあってか加入率も低いと考えられ

る。

3保険加入動機及び保険金の効果についての分析

今まで説明したように，損害保険の全体か

らみると加入率は高い。その加入する際の方

法にはいろいろあるが， 「自分の立志でJ加

入したという商店が 54.5%と損害保険加入店

の過半数を占めている。保険というものはな

かなか加入しにくいものであるが，こうした
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店は9.6% (281店中27店〉あった。保険金を

受け取る原因にはいろいろあるが，特に多い

のは交通事故で 48.2°6あり，およそ半数近い

13店がこれによる。ついで満期で受け取った

のが29.6%，火災のためが 14.8%でこれにつ

づu、ている〈表13・表14）。

保険’JU次の少ないのは第三者の立場から う

れしいことである。そ して，この受取った保

険金は役立っ ているかどうか。「役立った」と

答えたjf!jJ,I；は 85.2%の23店でほとんどであっ

た。受け取った保険金が役に立たなくては，

いや役に立たせなくてはな味がない。そうで

あるならどういう方前に役立っているか。23

店のうち 90.3%が経済而に役立ったと答えて

いる。これだけ経済面が多いのは，災いが起

きた場合の復興か，今後の店のための発展の

ための資金の一部として利用する可能性が強｜

いからだと．也われる（表15・表16）。

4 損害保険に対する商店の考え方

とこ ろで，こうした町古保険に関して尚店
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はどのように受け取り ・どのように感じてい

るかを調べてみた。 9項目を示して支持率の

高低を調べたが（表17ア～ケ〉，このうちもっ

聞が長い。

(4) 無理かもしれないが免責事項がないと

よい。

とも支持率が高いのは 「加入することによっ (5) 期間中無事故の際は更新の時，保険料

て安心感が得られる」で79.4%ある。 これに を割引してほしい。

対して 「保険はあってもむだであ る」という (6) 保険会社が共同で損害保険相談センタ

聞いについて反対の意志表・示を した 表16 どういう方面 ーを設立してあらゆる国民の相談に
に役立つたか

ものが 65.0%ある。どちらも過半数 のっ てほしい（保険の穏類，保険料，

以上だがこういう結果州ているこ ；；対6オそのへ 保険金入手の手続き等〉。

とは損害保険が商店にとって大切な I ¥¥L ¥ (7) 万ーの場合〈災害，事故等〉，

ものという受け取り方をしているこ

’ とを物語っている。

「手続きが面倒である」 「保険料
経済面
90.3% 

従来，手数がかかり，保険会社等の

充分な調査の上でなければ保険金も

支払いを受けられないので，確実な

書類，又は証明があれば，直ちに被が高い」について賛成するものはそ

れぞれ 36.6%,44.1%, 
表17 損害保険の認識

災者に保険金を支払うよ

反対の者はそれぞれ 16.0 回 そうだと思う図どちらでもない 口 そうではない うに望む。

%, 12.4%となっている。 7）加入することによって安心感 イ）企業にな〈てはならないもの 以上の事柄がおもな意
カ守専られる である

この結果，損害保険の内 0 50 % l ~O O 50 %_100 見，要望です。この七項

容に対しての不満は少な F三弓F三三l1fo1-l-5.6~五下三五タ｜｜ 目はほとんどが商店の要
｜三三三号ご二ご三：：：：－-r;~＞,a I ｜三一一三科仏↓l

いといえる。 ・ I'/ I I I …ー『，・ 望であるが，（2)(6）はすぐ
u ウ） ＇H,lきが1lii倒である エ）保険の内容をPR IO. 7 

この他に支持率が高い すべきである にも保険会社が実行でき
0 50 %100 0 50 %100 

のは「保険は小さな負担 1~存協初日。i ｜三ムイ イ ｜るように思われる。特に

で安心を買う」 65.4%, ｜てご二協の~ I ｜三子主ご防グ勿 ｜ (2）はテレビ等いろいろの

「保険がないと被害が大 オ）保険料カ怖い カ） fi,;,7伊があった 10.2 媒体があるのでこれらを

きい場合立ちなおりがむ ？『， 1 , 5,0 , , , % l~O 9 , , , , 50 , , 1 おl?O 大いに利用してほしい。

ずか川 68.6%という ｜三三協弱↓12.4l主主協件 （1)(3）（引はかなり以前から

データが出ている。支持キ）保険料は小きなIW！で安心を ク）保険がないと災／iiJ＇大きい場言われていたようすなの
)1う 合立ちなおりがむずかしい

率の低いものには特に目 9 , , . , ~o , , , %190 9 , 50 . , , %100 で，真剣に考えていただ

立ったものはなかった。 ｜主主；~~三三九'f:a ls5 1三三五1三三陥~1 1 いているのか不審に思い
仁 三二七三ー二ご二V,／／，λiI I 一一 一ー－！；予め伺 l

5 損害保険についての 7 '.9 ます。（4)(7）は手数はかか

商店の意見及び要望

損害保険はまだ完全に

発達したとはいえず，問

十） j足倹はあってもむだである るかも知れないが保険会

社が少 しでも商店に納得

咋協
11 題点がい くつか残ってい

る。 これに関連して、商店はいろいろ意見と

か要望をもっているつ次にこれをまとめて箇

条書にしてみると次のようであった。

(1）保険料（掛金〉が高い。

(2) 保険の内容をPRする心要がある。

(3) 保険金の支払い， 受取りの際の手続き

唱が面倒である。それに保険金支払いまでのJUJ
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のいくようにこうした傾

向を徐々に多く していったらと思います。保

険会社のみならず行政機関も協力して国民の

意見，要望をよく尊重し，その他の不満等を

なくすように努力されることを望みます。

参考資料

1 損害保険資料No.42 日本損害保険協会

2 損害保険〈日本の産業〉 γ リーズ21 長崎正造

有斐閣

3 経済（教科書〉 都留重人 実数出版株式会社
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江戸時代の消防ハンドブ、ック

鎮史楠rmt会ω

解題

＝寛政 9年 （1797) 1月発行一

大 島 健 司
（神田消防署警防課長〉

一昨年（昭和42年）の暮れ，損保会館の図書室で，この「鋲火用心築」を見せていただいた。わた しは数

年前，東京消防庁庁史編さん室』こいたこともあるので，興味をも ってベージを開いていくえちに，この本は，

絶えず火事におびやかされていた江戸時代の民衆が残した「火事に刻する生活の知恵」ともいうべきもので

あることが感じられた。

いわば彼らの貴重な体験と生活上の知忠とが生み出したテョンマゲH寺代の防火ハンドブックである。

この本の発行された立政九年 (1797）という年は，元禄時代を去る こと90有余年，明治維新に先だつこと

70有余年で，火事も多かったろうし，もちろんととのった官設消防などもない。ましてや木造建築ばかりだ

から，なんといっても火事を出さないことが第ーであり，木古でもその点を強調している。そして，出火し

たらどうやって消火し，家財の焼失をくい止めるか，老人，病人，婦人，子どものJl!l鰍をどうするかまで気

をくばっている点など，まこ とに周到で感服すべきものである。

資料として貴重なことはもちろん，また現代にも通ずる幾多の教えがあるのを発見し，現代語訳を志した

わけであるが，古文であり，特殊なくずし宇を使っているのでわたしの手にはおえず，幸いに署内に古文字

に通じ，書道にたんのうな坪山卯之助氏がおられたので，同氏に口語訳を依頼した。同氏はひじような熱意

をもって努力をはらわれ，この訳文を完成されたのである。

ちなみに，本書は文政6年 （1823〕に再版されている。木版印刷だから版木が摩滅して新版を彫りかえし

たわけで，相当の部数が売れ，需要も大きかったのであろうことが推察される。

ー

聖天子のお治めになられる1M1代（みよ〉は目

白に擁んであ って，者f5会・田舎を問わずそのに

ぎわっ ていることはいうまでもない。だから，

あそこには幾千軒の家があるとその繁感ぶりに

目をおどろかされるのはおろか，こっちには億

万軒の家が寸地をあらそってびっしりと建ち並

んでいるという あり さまである。このよ うな繁

盛を もたら した国恩に少 しでもむくいるには，

鎮火の用心以上のものはない。そこで，その心

がまえを教えようと，おこがま しくもこの小illt

子をあらわしたのである。

回禄用心 集

女火を防ぐものは水である。だから，火事のと

きは，水のある場所への近道であるなら，垣板

でも壁でもうち破って早く水を汲み，かけて消

さなければならない。常に用水に注意 していて，

女身近に出火した場合には，手桶に水を入れ，

76号 (1969.1. 1) 

水をたやさないようにし，火の用心ということ

を，夜となく昼となく口ぐせのように言いつづ

けることがも っともたいせつである。

飯わんといっ しょに持っ ていって，わんで水を
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オ及んではかけて火を防ぐのがよい。飛び火を消

すにも飯わんで水をかけると，思うところに水

がかかり，火が7l'iえるものである。まず火もと

を［＇JjぎWIすことがmーである。けっして家財を

安tにかけて消火に起れる ようなことがあっては

寸炭火事のときにはj孔のJ:jl古jが〉とめにくい。風は

ふいに変わるものだし，また，ほかに火ががな

いともかぎらない。だから，j瓜のはげしいとき

女火引があったら，まず’:i~ をしめ（イ！？がゆるい

と気も心もしまらない），すそをはさみ上げ，た

びをはき（皮たびは火にあうとちぢんでぐあい

が恐い。急の火司lには，ももヲ｜きははかなく と

もよい〉，それに，細川｜きを持ってゆく 。細引き

白分ひとりで心似ているのでは，まる っきり役だ

たずも同じである。いざというときに，あれこれさ

しずして大戸で言っても，皆とりのぼせ，かえって

うまくし、かないことが多し、。

この用心集を読むには，一か月に六度か七！支の日

をきめて，下僕やお手伝いさんまで残らずl呼び集め，

58－予防時報

ならない。火のもとさえ消してしまえば，家財

はおのずから成るのである。この理くつをよく

わきまえ，なによりもまず消火に専念するなら

ば，人々も感銘 して互いに助け合うようになり ，

第一に神様も必ず助けて下さるにちがいない。

は， id1附？なくほきfj(J，なべ，かま，すえ風呂

（ぷろ〉などにも水を汲み入れておき，家lUも

殺現 しておくように心がけるべきである。

は，つるべなわとしたり，またJj't似にのぼった

がはしごを取られたというときには，瓦釘（か

わらくぎ）か）！f¥tがえしに結びつけて使う。また，

かやぶきの家ならば，かやを引き抜いて内の竹

に結びつけ，持つ部分に手ぬぐいを巻きつける

ti 

はじめから高い声で読んできかすべきである。する

と，そのうちに耳なれてうるさく思うほどになる。

そうなれば，子どもまでこの心得を暗記しているか

ら，そら近火だといってもあわてないで各白が気の

きいた働きができるようになる。
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と，すべり詐りるのにつごうがよい。あるいは，

物をになったり短いは しごをつぎたしたりする

のによい し，そのほかいろいろ利益が多い。三

尺，手ぬぐいは水にひたして，のどのかわいた

女家財をi龍（くら〉へ運ぶときには，十分心を

くばってたいせつな物を先に入れさせ，静かに

j訟の奥から物を押しつけかさねて入れ，窓ぎわ

や戸の前から距離をおいて置くようにすべきだ。

いずれにせよ，物なれた者が受け取って収める

か， ざしずをするべきである。ただ急げ，早く，

と言うばかりでは，出火のときは誰でも心騒ぎ，

:i？－き足だってうろたえ，かえ って仕事がはかど

らぬものであるから，ことば！？？叶、l’ござしずした

ほうがよい。さて，着がえの衣しょう，食べ物，

米，みそ？なべ，やかんの知，戸l母子な どは最

後に入れるのがよい。これらは火がしずまれば

さっそく入り用の物だからである。 畳を早く l以

ると，物を運ぶときに敷き板を踏みぬいてけが

4・

ときにしぼって水を口に入れたり，また，煙に

むせんだときに口にくわえて，のどがし、たまぬ

ようにしたりする。そのほかにも利泣が多いか

ら，必ず持たなければならない。

をすることがある。戸｜厚子と畳は上の万にl百き，

長いほうを縦にして奥の方から抑しつけて入れ

るのがよい。秘にかさねると， 三尺以上高くはひ

とりでは揚げにくいものである。もちろん，火気

に当たるほう のほぎわは空かして入れる。そう

して入れ終えてから， 二階と下の窓の数だけ大

ろうそくをともして焔台に立てて置いて土戸を

しめれば，すき1111やねずみの穴があっても，ろ

うそくの火の勢いで外からの火気が内へはいら

ぬものである。夜、は数度の火事にこれをため し

てその理を知りもし，実際坑けなかった経験が

ある。さて，土戸のすきを塗りつぶすには，あ

らかじめ政の戸の前に繰り土を陥に入れ深くう

ずめ，ふたをよくしておけば，寒中でも凍らな

素J手司1 ． 世地， ' ~ 

4ιt . : ~ 

用水を屋収に置き，飛び火を｜坊ぐことが肝要である。
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いで役に立つものである。その準備がなくて急

の火事にあったばあいは，みそで塗りつぶせば

女あなぐらに家l討を入れ終えて厚い板でふたを

し， 板に渋紙ですきまもなくおおう。その上に

畳を裏がえして置きく畳を置かないと，は IJ,

棟木のような大材木が落ちてきて，板を突き破

女火事のとき老人 ・妻子の避難場所をあらかじ

め風向きに応じて定めておかなければならない。

さもないと，避難場所をさがし迷って難儀する

からである。たちのくとき，主人は給，委はな

ぎなたか木万，または棒でもよいからつえにす

るがよい。女であっても腰の物はさしてもよい

のである。もちろん，持って行く物はまずたい

せつな物，ご朱Ell，街I黒Ell，または文書，記録，

感状，証文，さでは金銀などだが，袋に入れ，

女火事のとき働く人は，もし家に火が移ってそ

の場にいられなくなり立ちのくさい，平生心が

けておいたつるべ，はしごを用意し手桶には水

を入れ，鍬，足駄を持って近所に待機し，火気

のしずまりしだい走り寄って足駄をはき，鍬を

持ってまずあなぐらの上をはらいのけ，土蔵の

火気のあたったほうの壁を見て火気があったら，

早く屋根から壁にいたる までた っぷりと水を流

女火事のときには，めいめい生大根を持って行

くのがよい。のどがかわいたり，煙にむせんだ

ときにかじればよいし，やけどにすりつけても

よい。 また砂糖を濃くせんじたもの，柿ち！と，黄

柏 〈きわだ〉の粉を油でといたものをつけても

よい。これらのもののうち有り合わせたものを

女消火の手伝いに来た人が見知らぬ人だったら，

その人を屋根の上の仕事に当てるか，水配りに

女夜ふけに出火だとか何か急な事だと言われて

戸をたたかれても，軽率に戸を聞けてはならな

い。押しこみ強盗などのふらちなこともあると

聞いている。ょうすをよく聞き，灯火をつけて

60一 予防持議

よい。このことは日ごろから使用人にもよく心

得させておかなければならない。

るから〉，砂をー尺あまりかけ，上に小桶に水を

四，五ブ十入れておくのがよい。 （砂をすくいあ

げるへラを四，五本置いておく〉。

そのひもが見えないように首にかける（袋のひ

もが外から見えるのは盗人にあう災難を考えな

い行為というべきだ〉。そのほか着替えの小袖，

食べ物，金銭など相応に持たせねばならない。

けっして空手（からて）でたちのかせではなら

ない。人数が多ければまといを立て，紋のつい

たちょうちんをかかげるなどして，いっしょに

まとまってたちのくべきである。

しかける。そして，水が少しもかわかないよう

になったときに，静かに土戸を聞くようにすべ

きである。そうしないで土戸を開くと，壁の火

気が内側に通りこもっていたばあいには，外か

ら風がはいって燃え出すこと必然である。これ

また何度も経験したことであるが，よくよく 注

意しなければならないことである。

早〈つけるようにすればよい。およそやけどに

水をつけると たいへん痛むものだが，やけどの

痛むときには，痛む部分をまた火であぶると痛

みが止まる。このようなことは，平生からおぼえ

ておいて人にも教えておくべき事がらである。

使うのがよい。

から戸を聞くべきである。火事，急、用だったら，

かねてから決めである場所にろうそくをともし，

活動をはじめる。

76号 (1969.1. 1) 



安泰になって余寒も砕くなったら，家々ではそ

れ相応に天水柿を！呈収に tげ， JIJ水を汲み入れ

ておかなければいけない。かやぶきやわらJ_i:似

では，屋以にふり分けて大縦をかけ，大！丑Hiに

は軒と中ほどに足がかりmに木か竹を綱に結び

つけ，屋様の上で火をi坊ぐときに足場のよいよ

うにしておくべきである。もちろん水ぼうきを

所々に立てておかなければならない。このよう

ヲ貸出火のときにこまごました道具を始末するに

は，前々から竹皮のかごをたくさん用意してお

くと，家財を取り入れて運ぶのに経い し，十度

にも運ばねばならない小物がーぺんにj寺って行

ける いそれをかさねておけば道具もいたまず，

場所もとらず，十倍も利謎がある。また土蔵の

＊寺院や屋敷が~Wtするのは， 飛ぴ火が原因な

のだから，出火のときは早く家ごとにはしごを

かけ，水ぼうきを持って庄般に上がり，風 tの

畳を運ぶには，かさね上げてはL、けない。図の

ように立てかけて積むのがよい。無制限に積む

76号 (1969.1. 1) 

な文度をするためには，わずかばかりの細を使

ったり手llOをかけたりするのをきらって，出火

のときの飛び火が防げなくて家を消失するのは，

実に小平｜！大国というべきで，一銭を惜しんで百

引を知らずという世のたとえそのままの話であ

る。まったくばかなことだ。この辺くつをよく

考えて，少しばかりの費用を惜しまないで，毎

年 ＇11々 にこの準備をしておくべきである。

ないj汗であれば，空J自にかさねておき， J二に濡

れむしろをかけ，その上からたびたび水をかけ

れば， Ji：主と同じことになる。このような利点の

あることを々えて，竹かごをいくつも紙で張り

合わせてj日立しておけば，急の火事のばあいや

大そうじのときにたいへん調法に使える。

家をまずmーに防ぐようにする。家が焼けなけ

れば，内にある財宝はおのずから全部残るので

ある。それなのに，火’Jiといえば何もかも悦け

ことができる し， 運ぶにも使利である。
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てしまうも のと思い，家を粗末にして家財にば

かり気をとられるのはばかなことだ。飛び火が

わずかなうちに早く消さなし、から，だんだん飛

び火がぶに移って火今うが挑んになり，上J後やtU

ヲt!::Ji必のない人は小 1~7i ぃ布地のところに上ぺい

を高さ六尺ばか り ， l~／Jはその家の家財に応じて
けん

二IUjか三間にl可）Jに折り l肋げて，こし らえてお

く（［ このように折り1ll1げておく〉。 lli火した

ら， こ のへいに押 しつけて道J ~. を砧みかさねて，

J汁こ抗日れむしろをすきまなくかけ，j孔でI次きめ

くられないように綱でしばり，たびたび水をか

女このようなへいを竹ることのできない人は家

から雌れた所にJ_J_，λ）＼.の／J、佐をたてておき，

火事のときには，この小柱を uじるしにしてま

わりに道具を砧みかさね，漏れむしろか叫べり

を楽がえ しにしてかけ，たびたひ‘水をかければ，

安土）［：主もなくへいをもうける沼地もない人は，

火事の多い布のll!i!lJJだけでも，似の ドかl定の内

に穴を：f!tl ！ っ ておく 。 そして，家財や小iii .！ ~ の 支(j

を，外年fjのあるものはそれを取 って内作物だけ

を，植（ひっ〉，あるいはj主花（かわご〉にぎっ

しり ， t.'i め ， すきまには－＊かぷか；］Jil~ 入れて，制l

＊ ＇；＇（ぐらの Jh1！り場i~ r もなく，私’lむ他人の上Ji：~も

ない人は，なるべくよいノ行物に行がえ，その人

相応に銭 （ぜに〉を持ち， 1)ijJJjに，！？いた通りに

つつましく入れておいた加（ひっ），J主能〈かわ

ご〕を持 って －，·，~ちの く がよい。 身のまわりが見

~l'j しいと，行き先でj日を ；／＇i ましにくいことがあ

安値，長持ちで家財を持ち山そうとする人は，

あらか じめたいせつな物品を注意深〈 入れてお

き，急、の火事には，手1lf宅にすばやく持ち出さな

ければいけない。欲ばって長持ちの上にまでた

くさんの物を砧みかさねて持って山たので，道

路で他の物とぶつかったり，急、に延焼したとき

に村力が尽きて，{itが危うく なり，やむなく置

62一 予防騎毅

宝まで焼失してしまうのは，まことになげかわ

しいことである。だから，平生何事もないとき

によくこの迎くつを，与えてくふうしておき，飛

び火を－＇1＇－く iJ'jしとめることがたいせつである。

ける。 この方法は場！？？も とらず，土蔵の代用と

して もよいものである。道具を生地に並べてお

くよりきちんとしているし，泥ぼうのj司心にも

よい。 j~ ）j （かみがた〉や阿佐J（さいこ く〉で

は，Ji；長のない人は作このような土べいを各自相

J:Gにこ しらえている。

家財を防ぎやすいものである。そうでなく て何

か所にも道.！~·a: ~uzべておき，飛び火がかか っ て，

だんだん火が移り ， 全部の家u~· を焼いてしまっ

た・Ji'.例を私は何度も見ているので記 しておく 。

引きで十文了：に結び＇ ：~、火の さいにその穴に入

れて，土をかけておく 。また，もしよその土蔵

に保管を傾むばあいには，表に氏名を－，1;:L、て印

をつけておかなければいけない。さもないと，

必ずあとで他人と勺いが起こるからであ る。 こ

れも何度かJlUいた請なのでii己しておく。

るからである。

また， 小銭（こぜに）がなくて金（かね＝小

判など〉ばかりでは？食事やその ll~の ちょ っと

した川にさしっかえて知能するものである。身

についた物だけは確実に残るのだか ら，まずし

い人々は常にこの心がけがなければならない。

き去りに して逃げ出した，などという話を何度

も聞いたことがある。

とくに女 ・子どもにも持ちやすいように注意

してi附く入れ，また往来で他の物とぶつからず

に早く持って行けるようにすることがたいせつ

である。

（以下次号）
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町~「読者。うやジ～ー〕九一一一七刷工ー悶L「~
園小生，士山方の消防士ですが，貨f ＇｝，；：.令対策に大いに参考にさせてい

誌を読むと，ほんとうに，考えさ ただいております。今後もよろし

せられるところが大いにあり，小 くお願し、します。

生たちが， これから，こういうこ く愛知 ・アイシン精機（株〉

とをやっていかねばならなし、 と 安全衛生係 神田友次郎＞

いうことがずいぶんあります。こ 圃防火管埋者と して重用しており

れから，ますます充実せられるこ ます。ひきつづき，よろしくお願

とを望みます。 い申しあげます。

く宇都宮 ・消防職員 大塚勝夫＞ ＜点京 ・（株〕奈良機械製竹所

聞貴重な文献が掲載されておると 倉陣税 海老原弘＞

ころから，永く保存したいと思い ・毎号貴誌を愛読させていただい

ますので，綴込用の穴をあけてし、 ております。広い範囲にわたる防

ただけたらと思います。 災記事は，知lらね世界を？？告して

く名古屋 ・東陽倉庫 （株）管理課＞ くれる窓口として有意義です。

・毎号お送りいただきありがとう く京初 ・消防吏日 宮脇健＞

ございます。事故防止の心構えを 圃つねに正確な記事で，たいへん

新たにするために，今後も活用し 参考になります。編集部のご健闘

てまいりたいとおもいますのでよ を祈ります。

ろしく。なお注文を一つ。写真説 く岡谷市 ・消防吏口真島昌弘＞

BJJでたて書きのばあいは，右から 国本学｜丞J；＇：館 において，学生なら

左にしてください。 びに教職員の閲1立に供し，大いに

く三共（株〕主任研究員 関功＞ 活用させていただし、ております。

固いつもタイム リーな誌而構成で 今後もよろしくお願いします。

大いに参考になります。できれば く北海道短期大学図書館＞

隔月刊にしてほしいと思います。 園署員や一般への指導の参与資料

臨時増干lj号もできるだけ多く希望 として，また，予防PRの資料と

します。 して，いろいろ活用 させていただ

＜神戸 ・消防吏員 立子山丑之助＞ いております。今後ともよろしく

・本誌74号中の地震の写真（なお お願いします。

過去のものも含めて〉を，}31］冊特 く臼件市消防署 山村恵一＞

集に して発行してください0 ．毎号いろいろ参考にさせていた

＜長野・消防吏員 相沢澄男＞ だし、ております。危険物管理の技

・貴誌を，地区および各団体を対 術資料をじゅうぶん入れるように

象と した講演資料に活用させてい していただきたいとおもいます。

ただいております。予防への資会 ＜川崎・消防峨員 伊藤勝美＞

の熱意に感謝します。 圃毎号，知識を新たにする内容記

く福知山 ・消防吏員 衣川友三＞ 事，ありがとうございます。本誌

圃貴誌の内容について，毎号，同 の，なおいっそうの発展と充実を

僚たちと意見を交換しあい，検討 望みます。

し， 災害の防止に活用しておりま く深田工業（株〉 永山一男＞

す。今後も是非ご送付ください0 ・会員の研究用資料と して有効に

く群馬 ・公務員 佐々木正吉＞ 活用させていただし、ております0

・貴誌を，当社でも， 災害防止， 今後もよろしくお願い します。

＜東京 ・本所災害防止会＞

圃毎号たいへん良い記事で，参考

資料として保仔させていただし、て

ます。近頃，若干，専門誌に載る

ような文献めいたものが多くなり，

内容がかたくなりすぎた気がしま

す。気軽に読みやすく， しかも参

考になる，災害防止PR誌である

ように希望します。

く横浜市消防局局導課清水忠雄＞

阻充実した内容で，職務上大いに

役立たせていただいてます。今後

ともがんばってくださし、。

く名古屋 ・消防吏只 清水信行＞

聞'ilJ号ご恵問いただきあ りがとう

ございます。当試験場のよき研究

資料として長く保存活用し，ご厚

よ、』こそいたいと存じます。

く広i林省出i;i:上木試験場長

中村武夫＞

園小生，防火協会ニュ ース紙の編

集を担当していますので，本誌を

その編集 上の資料とし，また円己

T,tfJcの参考，rrとして効半的に利用

させていただいておりますことを

感謝し、たします。

く尼崎市消防職員 森原嗣夫＞

・①Lp Gに関する届出などに関

して，消防との関係についての資

料ありませんか。②火災後の建物，

内容物の損害額の算出について図

っています。なにか， 算出の目安

になる方法あ りませんか。以上二

点，お教えいただけましたら幸い

です。

<rn辺市・消防職員 井畑恵一朗＞

＜投稿歓迎＞との欄への，みなさ

んの投稿を歓迎いたします。
I>テー 7 ：本誌への注文，および

防災に関する意見
I> 字数（~1］限 ： 原則として 200 字お

め原稿用紙2枚程度

〔掲般のぱあいには， f専謝をお送

りいたします）

~－~’lmR:::::J悶L「'Lnmi=f:吋『読者0)ぺーも；：四~「
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噌句集1ミ~y

・防火講演会

日本加古保険協会では，全凶各

地の都市で，その者IH!J主似の｜リJ火

講演会を後援，開催しております。

当面の子定はつぎのとおりです。

砂北九州市

〔日時J1 Jj 23日午後 111在

〔場所〕 r•］司 ・ 出光ホール

〔演題〕 「./111市防火と北九州

市の防火診断」

〔講師〕京都大学数佼

工学博士幼rri1J~三日II

惨長野市

〔日時〕 2月21日午後 1附一

〔場所〕 未定

〔演題〕 「郎「打防火と長野市

の｜切火診断」

〔J昨印Ii〕来，ft工業大学教授

工予t;'J士 JIJIHll金一郎

昨年11月開催のもの

砂11月17日 ？存通マi＇市（杏 JI!)

〔i貨題〕 「都市防火と善通寺

可lの防火診断」

〔；昨師〕二松学合大学教授

更E学博士山山久尚

・全国災害防止キャンペーンラジ

オ放送“メイコの防災メモH

当協会では， 1月15日～2月28

日， 全国の14放送局から，中村メ

イコさんにより，防災メモおよび

防火原訴募集中（万iJJft参照〉のス

ポット放送を，おこないます。

〈放送川〉文化／ニッホン／札

幌テレビ／京北／新潟／~t H本／

~t陪／｛川越／氷河lf ラジオ／毎 LI /

西日本／•jJ [H/)L州l関口／北海道

・“防火標語募集中”

（主旨〉火災予防を喚起するもの

（作品〉できるだけ簡潔なもの。

守：数制限なし

('ft金） 1等 3Jfl'J 

（〆切） 3月10日

Ut衣〕 4月2snの”ikk新11r1

（応募先〕各局の「防災似話募集

係」あて

・ 防 火研究会

砂11)]23ト1 -'I ぺi;~uri- c神奈川｜）

〔iミ；起〕 J_j：物火災

〔協H〕＇i-:J治、ilii「jj¥jj本部

l~I r台＇tn1'HVi1 i, 

〔川引111〕点以）（＇＂［： 名守主主J受

日本火災学会会l~

i:::・・;:t・H L j兵川位

置昭和43年度第2次分消防車寄贈

都市決定

砂汁通1[1.(,j[-13fl) Xr~~lllf 7L 

十1:1jiiJili 村［・＿iii 鴻巣r[i' 1む山

rli j旦ii'八怖rli 新見rli 大竹

iii C 2 1111 ! I J /fl十「rti/T/(11ji 

／月l[liFIT/館rlrrlT／甘jji)jt[i／「

惨ノKtlui • ll. C百十2台〕 草加iji／出

1:u1ur 
砂大主判（ ( 1台） f付先J;i{•If 

軍部議路程調理穆

大きさである。

li'ti_;・ JYJの初mmer明治28

"I＇）は rlril'iに以象観測所建設

を，止、した1小I•3＇・ lj氏であったと

いう 。1L1J]1への測候所定目立は

fl{lfl I 7 '.f, [l(j不1140{1＇からは，

il’［任 5mのハラボラ ・アンテ

ナが針えられ活動している。

（写真。共同P)

I 年の暮れのあわただしいさなか，
編 ｜集

創刊1950年 （昭和25年〉

I 76号の編集をおえホッと一息ついた

後 ｜記 ところです。1968{1三は，ずいぶん災

｜ 害の多い年でした。おもな事故を忠、

いつく ままに列挙 してみます と ， 三~：［ニポ リケミカル

千葉工場の爆発（ 1月〕，地下鉄の火災 cl)'j〕， 卜

！断iJiJ-由民（ 5刀〉， 連続発／十した鉄道づ1,1皮（ 5' 6 

月〉，飛目l'il川のパス転孫（ 8月）， :;fj,1芯ii”Ui~の旅館火

災（11月〉 と，息をつくいとまもありません。 1969

年は，こうした大きなすれ欣 ・災；1；：のないよう，心か

ら祈るとともに，木誌も｜りJ災思想 ・技術の許及と発

展にいっそう努力することを'f'j：います。 (Q) 
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化学消防車による消火実演

昭和43年度

消防自動車合同寄贈式

全国32市町に各種消防自動車

恒例の消防自動車合同寄贈式が、晩秋の明治神宮

外苑でおニなわれた。 災害予防事業の一環として、

昭和27年以来、損害保険撲界は、全国各都市に、消

防自動車をはじめ、各種消防施設を寄贈している。

今回は、広島市へのスノーケル車 1台をはじめ、大

型消防車と排煙兼泡発生車が各 1台、化学消防車 4

台、水梅イ寸消防車 6台、普通型消防車19台の合計32

台が32市町に贈られたほか、防火貯水槽15佃と携帯

無 線機 120台が東京都に贈られた。

せいぞろいした火災保険号

ご戸~

,_ 

務

次’
g隆

三三翠傍

際
電

広島市消防局長による、寄贈消防自動車へ〈

名 ｛火災保険号 J の宣言と同時にくす玉が3

垂れ幕がひるがえり、爆竹がとどろく 。



ビルの防火について－－ －－－－ －－－ －－・・・・・25円 一秒の価値－－－－・－・・・… －－－ー・・・・・・…・・・.10,000円

駐車場の防火指針（改訂版）一 …・…・…・30円 赤い信号…………………・・…・・ …….50,000円

スーパーマーケ ッ トの防火指針・・ ・・・……40円 みんなで考える家庭の防火・・・・・一.....35 ,000円

L Pガスの防火指針・・・・…・・・υ ・・ ・・・・・・・・・・…40円 みんなで考える工場の防火…...........38 ,600円

危険物要覧………一……...・ H ・－…－・…ー・・・・40円 あぶない．グ あなたの子が・・・・……・・50,000円

ガス溶接の防火指針・…・・・・・・・－－－…・…・・・・・・40円 ーはと－fの交通教室ー

高層ビルの防火指針（改訂版）……………・・50円 みんなで考える火災と避難・…－一回……・・45,000円

地下街の防火指針………………...・H ・－－－…50円

プラスチ ック加工工場の防火指針－－－…・・・・・・60円

やさしい火の科学（崎川範行著）…・・・・ 300円

信管宅4

どんな消火器がよいか…・・・……－－－一……ー・5円

プロパ ンガスを安全に使うために………… 5円

生活と危険物……・・・……ー…...・H ・－－… 5円

火災報知装i1'・.....……… ・・…一…・....・ H ・10円

（各翁とも 1部5円）

住宅／料理店 ・飲食店／ 旅館／アパート

公衆浴場／ガソリンスタンド／病院・診療所

商店／劇 場 ・映函館／一般事務所（木造）

理 髪店・美 容 院 ／ 学 校

（フィルム ・録音テープとも）

消火器（そのi並び万と使いJJ)… ………－ 7. 100円

電気火災のお話………………...・ H ・－－… 5,700円

プロパ ンガスの安全AB C…………・ 4,650円

石油ストープの安全な使い方……… 6,700円

火災にそなえて（職場の｜妨火対策） ...・H ・..6, 350阿

国宝の防火設備（日光東照・p;) ...・ H ・－－… 6.150円

危険物火災とたたかう…...・H ・－－… …..6, 700円
（ある査察貝の日記）

石油コ ンロ火災とその予防...・ H ・－－－…・・ 5.000同

消火装置………………...・ H ・－－…...・ H ・..6, 050同

火災報知機（改訂版） ...・H ・－－……...・ H ・..5, 150円

家庭の中のかくれた危険物...・H ・H ・H ・..6, 300円

やさしい火の科学...・H ・.....・ H ・・・・・・・ H ・..7, 050円

L Pガスの火災実験...・ H ・H ・H ・－－……… 6.950円

映画・スライドは、防火講演会 ・座談会のおり、ぜひご利用 ください。本会ならびに本会各地方委

員会（所在地：札幌・仙台 ・新潟 ・横浜 ・静岡 ・金沢・名古屋 ・京都 ・大阪 ・神戸 ・広島・高松・福

岡）にて、無料で貸し出しをいたしております。
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